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桧

田

智

雄

封
建
祉
会
に
な
け
る
農
業
構
遺
伝
、
農
業
労
却
と
そ
O
対
象
た
る
土
地
と
の
労
伯
過
耗
に
な
け
る
統
一
が
、
共
同
体
に
よ
っ
て
媒
介
さ

れ
℃
い
る
と
と
を
基
本
的
特
徴
と
し
、

と
れ
が
、
当
該
の
農
業
補
遺
O
歴
史
的
段
階
を
内
定
す
る
。
と
O
州
民
業
構
造
は
、
右
に
挙
げ
た
共

間
体
白
規
制
を
全
面
に
瓦
ョ
て
加
え
ら
れ
る
の
で
る
る
が
、
か
か
る
規
制
は
慣
用
に
よ
り
「
耕
作
動
制
」
ヨ
ロ

N45ロ
ぬ
と
呼
ば
れ
る
農

業
誌
術
的
規
制
を
中
軸
と
す
る
と
と
は
、
問
題
。
宏
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

「
耕
作
強
制
」
は
、

乙
白
出
町
山
山
氏
的
段
階
に
な
げ
る
技
術
体
系

に
対
応
し
、
個
別
的
た
農
業
経
営
を
共
同
体
的
な
そ
れ
に
編
成
す
る
た
め
の
強
制
で
②
っ
た
。
共
同
体
的
に
編
成
さ
れ
た
技
術
、

と
れ
に

蝶
介
さ
れ
る
農
業
労
伯
遁
程
と
そ
、
あ
の
「
一
二
国
制
度
」

U
3
5
u
]仏
書
調
宵

z
a
g
F
E
g
o
-
O
B
O
E仲
立
の
ロ
ロ
ωア
、
同
日
弓

3
i
m
o
E
i
m
3
g
ヨ

で
あ
め
c
封
建
的
農
民
め
個
別
的
経
営
む
総
労
初
、
ま
た
は
共
同
体
内

ο総
労
的
は
、
「
三
間
制
度
」
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
乍
ら
、
封
建



的
農
業
構
諮
を
形
成
し
、
か
つ
維
持
す
る
と
こ
ろ

ο物
的
条
件
た
る
総
生
産
物
を
作
り
出
す
。
本
稿
に
沿
い
て
は
、

体
系
を
構
成
す
る
諸
条
件
の
分
析
を
試
み
る
こ
と
に
よ
り
、
封
建
社
会
に
む
け
る
伺
別
的
経
営
と
共
同
休
む
再
生
産
構
造
並
び
に
そ
り
内

「
一
二
一
間
制
度
」
技
術

部
に
治
け
る
総
労
初
心
生
産
物
の
、
剰
余
録
的
と
必
要
銭
的
へ
の
分
割
を
把
握
す
る
た
め
の
予
備
的
操
作
を
果
し
て
た
き
た
い
。

註り
「
耕
作
強
制
」
が
共
同
体
強
制
の
主
要
な
内
容
を
鑓
し
て
い
る
こ
と
は
)
一
応
次
の
よ
う
な
数
料
響
的
殺
泣
に
よ
ヲ
て
裏
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
「
ラ
イ
ジ
下
流
の
村
蕗
尖
間
体
に
お
い
て
は
何
回
む
話
会
即
時
?
ど
呼
ば
れ
、
散
閏
制
の
地
域
内
兵
、
こ
ば
か
り
で
は
な
い
が
)
で
は
切
刊
誌
免
ロ
∞
岳
民
同

と
呼
ば
れ
る
村
落
口
白
田
口
O
込
は
、
そ
の
首
長
と
し
て
出
色
S
V
C
H
M
H

ハ
こ
の
名
前
は
中
部
下
イ
吋
ノ
に
屡
々
見
受
け
ら
れ
る
)
、
問
。
ロ
ロ
四
円
ラ
イ
シ

下
流
U

H

W

開
5
3
5丘町
H
O
H
w
p
r
c
H
N
S
〈
植
民
地
域
U

を
有
す
る
。
こ
の
代
表
者
が
、
単
独
ま
た
は
よ
り
重
要
な
事
柄
に
お
い
て
は
共
同
体
の
補

佐
に
よ
3

て
村
政
を
管
理
す
る
。
農
村
共
同
体
は
七
員
会
制
度
令
稀
に
し
か
知
ら
な
い
が
、
そ
れ
も
中
世
未
知
以
来
始
め
て
現
れ
る

Q

共
同
体
管
理

の
器
対
象
の
な
か
に
は
と
り
わ
け
耕
作
強
制
の
運
営
が
含
ま
れ
て
い
る
o」
〈
-
F叩

]
O
F
F
E
u
-
m
g白
品
開
同
君
古
田
h

町
民
門
局
内
出
口
E
ロ宮町

ω・由民・

二
、
「
か
く
し
て
農
民
経
済
は
共
同
体
的
共
関
経
済
ぬ
g
g
z
g岳
民
E
n
E
の
m
g
m
Z
三
H
S
E
E
の
多
く
の
特
徴
を
受
け
と
る
こ
と
に
な
る

oそ

れ
は
切
出
口
問
5
5品
目
印
円
脅
威
い
は

ω岳
民
]
N
巾
国
内
ま
た
は
ぐ
目
白
日
吋

H
O
E
S
S目
。
ロ
而
由
)
に
統
率
さ
れ
た
村
落
お
よ
び
切

2
2
5
r
n色
丹
の
会
議
に
お
い

て
規
制
さ
れ
・
し
か
も
種
畜
、
村
の
泉
、
パ
ジ
油
脂
竃
・
粉
一
挽
水
車
の
共
同
的
利
用
に
も
拡
脹
し
た
o」
河
口
品
。
民
国
若
宮
、
当
吉
田
nr即時仲田想的
n
z
n
y
g

ゲ
同
，

a
-
Zと
色
善
命
口
出
血
宮
内
長
田
己
主
∞

8
5
5
N∞
・
∞
-
M
叶
-

m
こ
こ
に
「
三
園
制
度
」
と
呼
ぶ
の
は
、
も
と
よ
り
純
粋
一
一
一
国
制
度
Z
A
田
守
町
出
ぬ
ロ
円
げ
問
。

ι
2
5宮
市
一
ワ
同
即
時
巳
仏
師
一
同
耳
、
宮
内
岳
民
砕
を
指
し
て
い
る
。
「
中

世
に
お
い
て
最
も
重
要
な
農
薬
経
後
制
度
は

l
l特
定
の
例
外
を
除
い
て

!
i周
知
の
よ
う
に
い
わ
ゆ
る
純
秤
一
一
画
制
度
r
H

各
ふ
り
互
E
含
号
室
』

目的
r弘
仲
ハ
栽
培
さ
れ
な
い
休
耕
地
を
伴
な
う
一
一
一
園
制
度
U

で
あ
ョ
た
o
E
n
r賞
品
開
HN可
8
0唱
曲

r
u
c
o
g
n
E口
}
伊
丹
市
島
町
吋
品
開
巳
田
n
r
g
戸

ωロ
ハ
冨
宮
i

団

n}回目]九時一回
ω日
H

・
ω
-
U
N・

一
二
開
制
度
は
穀
物
栽
培
に
治
け
る
農
業
技
術
O
発
展
度
を
表
示
す
る
も
り
で
あ
っ
て
、

地
カ
楠
填
蛍
び
に
そ
の
増
進
の
た
め
に
定
期

中
山
典
型
グ
ル
シ
ト
へ

L
F
V
+
ブ
ト
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四

的
な
休
閑
拐
を
設
け
ざ
る
を
え
な
い
循
謹
耕
作
方
法
で
る
る
ご
」

ο方
法
に
よ
ヨ
て
栽
培
さ
れ
る
穀
物
は
、
多
宋
設
者
吉
芯
話
豆
諸
問
色
。
及

び
瓦
宋
設
∞
C
E
S
S
-ぬ
2
2
5
n
w
で
あ
り
、
乙
心
両
者
の
逐
年
の
栽
培
に
続
い
て
一
年
問
。
休
耕
舗
が
介
在
し
、
一
一
一
年
間
に

E
る
一
種
の
輪

作
、
が
営
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
技
術
段
階
は
、
休
閑
地
が
穀
作
を
犠
牲
に
し
て
耕
作
地
C
一
一
一
介
の
一
白
部
分
を
占
め
て
い
る
と
い
う
限

り
に
な
い
て
技
術
的
に
低
劣
で
あ
り
、
積
秘
的
な
施
肥
技
術
を
知
ら
な
か
っ
た
と
と
に
よ
ョ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
後
の
合
問
一
的
な
輪
作

法
の
詮
か
に
現
れ
て
く
る
よ
う
な
、

前
作
物
が
後
作
物
に
与
え
る
加
重
的
拡
腰
生
産
性
心
利
用
な
一
"
と
は
全
く
知
ら
れ
な
か
っ
た
り
で
あ

る
。
そ
。
限
り
で
、
休
閑
地
は
穀
物
耕
作
に
対
す
る
控
除
部
分
で
あ
ョ
た
。
と
り
控
除
部
分
は
三
園
制
度
が
支
配
的
で
あ
ワ
た
金
時
期
、

ド
イ
ツ
封
建
枇
A
R
D
始
甥
八
・
九
世
相
・
の
突
か
ら
そ
り
的
給
額
十
八
・
九
世
紀
に
至
る
閥
、
容
易
に
排
除
で
き
な
か
っ
た
り
で
る
る
。
と
り

軒
聞
に
治
け
る
経
過
は
+
引
の
様
な
表
に
捨
括
ナ
る
と
と
が
で
き
る
l

門
一
い
〕

純
粋
コ
一
悶
制
度

H
O
E
O
巴
同
町
第
三
日
項
目
立
出
口
げ
間
宮
〔
八
・
九
世
絶
以
降
〕

一
、
休
閑
地
切

anr・-
:
:
:
j
i
-
-
:
:・:
j
i
-
-
i
l
i
-
-
-
一一一一一一二一一〆

二
‘
多
焔
当
山
口
8
2
H
Hぬ

一
一
一
、
夏
向

ωo自
百
台
ロ
ロ
ぬ

〔一一〕

改
良
三
間
制
度
諸
手
巾
抽
出
g
g
U
H
O
即時。正常者向吋窓口
r由
民
〔
一
寸
入
・
九
世
紹
の
交
以
降
〕

A
型
政
一
向
島
三
国
制
度

一
、
山
休
閑
地
:
:
:
・
:
:
:
J
i
-
-
-
j
i
t
-
-
:
:
:
i
z
-
-
:
:
-
穴
・
士
〆

日
目
首
糖

7
L
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ァ
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K
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h
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j

i
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六
六
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六
d
m

一
一
一
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夏
矧
}

B
製
改
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一
一
一
閣
制
度

hu六
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制
度
U



門=一〕

六五回三二一

夏多首夏多体

色盟事担29申

三六三穴

二七二七
〆〆〆〆

多
聞
制
度
宮
与
え
o
E
2
4司
吉

田

nr島
神
門
十
九
段
柁
前
宇
〕

九
闘
制
度

Z
O
口
同
盟
主
2
4匂
吉
田
口

r田
町

H
E
R
.〈
刊
号

2
8同
Z
M
U
g
-
p
w
E
2項
目
見
回
岳
民
骨

一
、
休
閑
地

-
J
i
-
-
:
j
i
-
-
:
:
-
j
i
-
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
一
-
・

0.
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h

予
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一
一
一
、
夏
畑
-

四
・
首
一
宿
・
j
i
-
-
-
a
i
-
-
:
:
:
;
:
:
:
j
i
-
-
:
:
i
j
i
-
-
一
一
・

O
〆

豆
、
多
畑
}}

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
・:
j
i
-
-
j
i
-
-
z
i
-
-
-
こ
こ
・
ニ
〆

六
、
夏
畑
}

七
、
根
楽
出
血
円
毘

Boz--:・:
:
:
j
i
t
-
-
j
i
-
-
:
:
:
一
一
・
o
u
p

八
‘
多
畑
}ザ

-
-
-
-

九
、
夏
畑
」

:
・
:
:
・
:
一
一
一
一
二
一
〆

ム
ハ
・
七
M
Y
か
ら

か
よ
ろ
に
体
関
地
は
純
粋
三
間
制
度
下
に
あ
ョ
て
は
三
三
・
三
列
で
あ
っ
た
も
の
が
、
改
良
三
間
制
変
。
創
始
と
発
展
に
よ
コ
て
、

そ
の
後
ド
イ
ツ
全
域
に
ヲ
い
て
休
閑
地
白
面
積
は
弐
む
よ
う
に
減
少
し
て
い

る。

一
併
に
縮
小
さ
れ
る
と
と
に
た
っ
た
。

古
典
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古
典
羽
一
グ
ル
シ
ト
へ
も
M

h

F

A

1

7

ト

一
八
七
八
年

一
入
八
三
年

一
八
九
一
一
一
年

-
九
一
一
一
一
年

一
九
一
一
一
一
年

一
九
=
一
四
年

一
九
三
五
年

休

閣

地

函

積

ご、一一一
O
入
、
四
七
一
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
、
八
四
六
、
八
0
0

一
通
宝
五

O
、二

O
一

宝
八
七
‘
九
回
二

=
一
六
六
、
0
0
0

二
四
六
、
四
六
九

一六
O
‘五一一一一一

IJ '1 曹fJ fJ fJ 

~ 

全
耕
地
中
割
合

入
・
九
七
%

七
・
一
九
JF

六・

O
一一一%

一
一
・
七
O
〆

一
・
八
O
d
p

〆

一
三
二
〆

0
・八一一一〆

封
建
社
会
の
全
明
日
に
一
旦
っ
て
、
休
閑
地
は
耕
作
地
む
三
介
。
一
を
占
め
る
控
除
部
分
で
る
り
、
農
業
提
術
芳
一
及
。
低
さ
を
示
し
て
い
る

が
、
休
閑
地
は
単
に
穀
物
栽
培
を
休
止
す
る
と
い
う
消
極
的
〔

1
控
除
〕
部
八
?
で
あ
る
ば
か
り
で
は
た
〈
、
地
力
。
維
持
・
精
一
奈
の
手
段

で
る
っ
た
。
そ
れ
故

ι、
休
閑
地
ほ
穀
物
裁
い
ん
日
む
た
め
に
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
一
二
分
の
一
と
い
ろ
老
犬
ゑ
面
積
を
占
め
る
と
と
を
許
さ

、ノ

れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
一
る
「
栽
培
さ
れ
な
い
休
閑
地
を
件
友
う
三
園
制
度
」
で
あ
っ
ゎ
。

三
間
制
度
は
ひ
と
つ
の
組
織
的
な
技
術
体
系
で
あ
る
。
そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
隠
史
的
・
社
会
的
性
格
に
沿
い
て
、
労
伯
主
体
と
労
拐
容
体

と
を
媒
介
し
て
労
初
週
間
白
中
に
結
ム
口
せ
し
め
る
。
ま
た
そ
れ
は
主
休
白
側
面
に
む
い
て
は
共
同
体
的
1
l
i
そ
れ
も
特
殊
・
封
建
的
に
は

身
介
階
居
制
民
…

0
5
2
Vぽ
に
よ
ヲ
て
貫
徹
さ
れ
、
か
っ
痩
奴
制
的
規
定
を
伴
友
う
の
で
あ
る
が
'
ー
ー
に
規
制
さ
れ
て
い
る
点
を
注
怠
し

対
象
的
側
酉
に
沿
い
て
は
‘

な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
と
の
点
に
お
い
て
、
コ
一
間
一
制
度
と
東
落
制
ロ
o江
田
町
注
目
ロ
ロ
ぬ
と
は
相
互
規
定
的
関
係
に
結
合
さ
れ
て
い
る
巳
他
方

並
び
に
そ
の
混
在
耕
閣
制

耕
作
地
の
三
園

!
l先
に
挙
げ
た
休
開
地
、
多
畑
、
夏
畑
1
1
1
へ
の
三
等
分
、

わ
ゆ

g
oロ
向
。
]
売
。
に
よ
る
耕
地
八
万
配
様
式
が
特
徴
的
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
右
む
主
体
・
対
象
条
件
を
桔
合
ず
る
労
拍
手
段
は
、
あ
の
高



度
注
性
能
を
も
っ
グ
ル
マ
ン
撃
の

2
2
2
2
n
V
2
2
Eぬ
友
白
で
あ
っ
た
。
一
二
間
制
度
は
こ
れ
ら
の
諸
条
件
に
拠
っ
て
立
ち
乍
ら
、
白
洲

象
・
土
地
条
件
に
よ
る
様
々
左
変
差
を
示
し
て
は
い
る
が
、
し
か
も
た
ゐ
ド
イ
ツ

1
1
0み
な
ら
や
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
も

1
1封
建
枇

会
む
支
配
的
農
業
技
術
体
系
で
あ
ワ
た
。

一
一
一
圃
制
費
に
K
M

い
て
栽
培
さ
れ
る
作
物
は
、

冬
禾
穀
当

E
H
a
m
Z
B
H
a
o
と
夏
禾
穀

ω
Q
g
g
qぬ
丘
吋
O
E
O

で
あ
り
、

ず
友
わ
ち
冬
一
畑
と
支
畑
に
沿
い
て
栽
培
さ
れ
る
。

h
h
J

禾
穀
と
し
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、

別
の
耕
問
、

ラ
イ
麦
、

ド
イ
ツ
小
麦
、

シ
ュ
ベ
ル
ツ
小
麦
、
小

麦、

夏
禾
穀
と
し
て
は
夏
大
麦
、
燕
麦

ωむ
5
5
0
7

冬
犬
麦
河
品
開
。
P
豆
長
生
・

8
0
H
P
司。一
N
O
D
-

百
三
⑦
円
問
。
円
四
件
。
が
あ
り
、

ぬ

ozzw
国

ωな
円
が
あ
る
。
と
れ
ら
白
詩
作
物
の
栽
培
は
、
旧
来
。
伝
続
に
粧
ョ
て
、
或
い
は
ま
た
村
落
共
同
体
長
の
決
定
に
従
ョ
て
、

特
定
。
時
顎
に
問
時
に
行
わ
れ
る
。
例
え
ぽ
冬
禾
穀
む
場
合
に
は
、
播
種
明
は
聖
ガ
ル
ル
ス

D
B
ω
F
C
m
H
Fロ
g
m
〔
十
月
十
六
巳
〕
、

聖
マ
ル
テ
ィ
ン
の
日
日
・
宮
泊
三
宮
田
宮
ぬ
〔
十
一
四
万
十
一
日
〕
、

又
は
九
用
心
掛
・
ぽ
と
か
格
h
u

と
か
に
決
定
さ
れ
る
。

官
民
禾
穀
O
場
舎
に

は
、
聖
グ
オ
ル
グ
の
日
皆
・
の
め
C

門的。ロ

Zmn
〔
四
月
廿
六
日
〕
、
堅
ヲ
ル
プ
ル
キ
ス
の
日
曽
・
巧
お
]
H
V
C

吋ぬめ

E
Eぬ
〔
五
月
一
回
〕
、

又
は

五
月
白
牟
ぽ
な

E
に
播
穂
さ
れ
る
。
と
れ
に
対
応
し
て
、
多
禾
穀
の
収
穫
朝
は
小
麦
、
が
八
月
の
第
二
週
、

ラ
イ
麦
、
が
七
月
の
第
四
週
、
百
品

宋
穀
は
大
麦
、
が
八
用
む
第
三
週
、
燕
支
が
八
同
月
白
第
二
又
は
第
三
一
週
と
な
る
o
b
h
J
J

求
裁
の
生
育
期
間
は
、
右
の
様
に
九
・
十
月
か
ら
翌
年

。
八
月
に
至
る
間
で
あ
り
、
夏
禾
穀
は
凶
・
五
月
か
ら
同
年
む
七
・
八
月
に
亙
っ
て
い
る
。
一
二
闘
制
度
は
、
と
白
よ
ろ
友
商
種
。
穀
物
を

三
年
に
豆
っ
て
栽
培
を
続
け
、
第
三
年
を
休
関
ナ
る
こ
と
に
よ
っ
て
栢
環
を
反
復
ナ
加
。

名
刺
に
よ
っ
て
循
環
を
例
示
す
れ
ば
、
+
引
の
通
り
と
な
る
マ
あ
ろ
ろ
。
そ
り
栽
培
過
濯
の
第
一
年
度
は
、
九
・
十
月
に
翠
耕

1
E
m
oロ

を
施
し
た
後
に
各
禾
穀
た
る
一
ブ
イ
姿
、
小
委
、
多
大
姿
が
播
種
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
そ
の
牧
穫
は
年
を
越
し
て
翌
年
の
夏
、

七
月
む
第
四
週
ま
た
は

λ
月
の
第
二
週
に
行
わ
れ
る
。
敬
穫
後
は
、
刈
株
取
場
空
C
盟
百
戸
4
5
H
a
o

古
典
型
グ
ル

V
ト
へ
ル
シ
宇
ア
ト

と
し
て
村
民
の
家
苦
心
共
開
放
牧
地

七



古
典
識
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
b
v

ヤ
ア
ト

に
転
化
す
る
。
放
牧
の
結
果
、
耕
地
は
自
然
に
施
肥
さ
れ
て
、
北
朝
の
栽
培
を
準
備
す
る
。
か
く
し
て
第
二
年
度
に
入
b
、
年
を
越
し
て

八

翌
年
春
、
充
分
に
粧
燥
し
た
土
地
に
惣
耕
、
が
加
え
ら
れ
、
国
・
五
月
に
夏
禾
塑
た
る
犬
姿
、
燕
姿
。
播
措
慣
が
行
伝
わ
れ
る
c
そ
の
牧
穫
は

八
月
の
第
二
・
三
週
に
終
了
す
る
。
政
穫
は
前
期
と
同
様
に
刈
株
牧
場
と
し
て
共
同
放
牧
に
開
放
さ
れ
る
が
、
と
の
期
間
は
1
0
8
2
0
U

と
も
呼
ば
れ
る

i
未
だ
本
来
の
休
間
期
で
は
な
い
。
翌
年
に
入
ヮ
て
聖
ヨ
A

ネ
の
日
空
・
一
宮
町
岡
山
口
口
一
日
冨
ぬ
〔
六
月
廿
回
目
〕
の
頃
に
草
耕

が
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
始
め
て
休
閑
地
に
転
化
す
る
の
で
る
る
。
休
関
閣
は
作
物
の
栽
培
を
行
な
わ
訟
い
と
い
ろ
と
と
で
あ
っ
て
、
成
立

時
は
と
も
か
く
と
し
て
、
九
世
紀
以
降
は
休
閑
地
の
手
入
れ
が
始
ま
づ
て
い
る
。
休
関
事
は
そ
の
年
の
秋
に
格
り
、
一
一
一
闘
の
楯
謹
は
と
と

に
完
了
し
て
九
・
十
月
、
惣
耕
が
先
行
す
る
冬
禾
穀
の
搭
種
が
境
問
。
三
間
栽
培
を
開
始
す
か
ロ

以
上
の
様
友
一
一
種
の
輪
作
式
の
栽
培
方
法
は
、
生
育
期
間
と
そ
の
時
期
を
異
に
す
る
夏
禾
襲
と
多
禾
穀
D
栽
培
を
逐
年
に
組
合
せ
、
更

に
休
閑
拐
を
置
く
と
と
に
よ
っ
て
そ
白
永
続
的
危
反
覆
を
可
能
に
す
る
と
と
を
配
慮
し
た
方
法
で
あ
る
。
そ
れ
が
気
象
条
件
と
密
接
に
関

聯
す
る
と
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
南
ヨ

1
ロ
y
パ
と
は
異
っ
て
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
は
冬
期
、
が
秘
め
て
喪
く
か
っ
気
温
も
低
い
た
め
に
禾

襲
作
物
の
牧
護
朝
は
非
常
に
遅
れ
る
ο

夏
禾
穀
の
牧
穫
後
、

-
共
に
冬
禾
襲
を
播
種
す
る
ま
で
O
間
に
耕
程
す
る
明
聞
が
壇
か
す
ぎ
る
と

と
、
更
に
ま
た
気
候
も
湿
潤
で
あ
る
た
め
夏
・
駄
季
に
雑
草
が
繁
茂
す
る
と
と
、
と
れ
ら
の
事
情
は
休
一
関
地
を
設
置
す
る
と
と
乞
不
可
避

と
し
た
の
で
あ
る
。
休
閑
地
に
よ
っ
て
、
雑
草
を
根
本
的
に
除
去
し
ろ
る
の
み
で
な
く
、
冬
禾
穀
作
物
を
播
種
す
る
た
め
に
充
分
た
期
間
が

得
ら
れ
る
。
冬
禾
穀
の
牧
穫
後
に
、
夏
禾
穀
の
播
種
ま
で
に
は
長
い
朋
聞
が
置
か
れ
、
夏
矢
襲
。
播
種
に
も
有
利
ず
あ
る
。
休
開
地
は
放

置
さ
れ
て
い
る
り
で
は
な
く
、
い
わ
ゆ
る
休
閑
耕
転
に
よ
っ
て
土
壌
は
成
熟
し
て
著
し
く
政
措
督
さ
れ
る
o
そ
れ
故
に
、
純
粋
三
園
制
度
は

ド
イ
ツ
♂
の
全
域
に
沿
い
て
文
理
的
に
営
ま
れ
、
し
か
も
殆
ん
ど
一
千
年
間
に
亙
っ
て
継
続
さ
れ
た
に
も
拘
ら
・
4
J
、
厩
肥
〈
目
。

Z
E
a
さ

え
使
用
せ
歩
に
有
利
に
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
諸
条
件
を
極
め
て
高
度
に
利
知
し
た
技
術
で
あ
め
。



一
二
園
制
度
。
自
然
諸
条
件
と
の
関
聯
は
右
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
る
る
が
、
と
の
整
合
関
係
は
何
ら
自
然
に
与
え
ら
れ
た
も
O
で
は
な

く
歴
史
的
に
決
定
さ
れ
て
い
る
関
係
で
あ
る
。
と
の
整
会
を
可
能
に
し
て
い
る
条
件
に
は
、
(
一
)
労
初
手
段

liiグ
ル
マ
シ
懇
そ
り
他
、

つ
一
)
自
然
的
肥
料
足
立
骨
-
R
Z
H
)岱ロぬ
B92alit-t厩
肥
そ
り
他
が
挙
げ
ら
れ
る
。

と
こ
に
は
山
地
歩
努
的
手
段
に
つ
い
て
の
問
題
性

ヨ
1

ロ
y
メ
封
建
農
業
の
基
本
的
労
的
手
段
守
あ
り
、
そ

ο高
性
能
は
他
の
地
域
白

譜
枇
会
に
比
較
し
て
耕
然
た
る
水
準
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
お
c
J
グ
ル
マ

γ
隼
は
、
有
輪
縁
関
山
ヨ

2
1
Eね
で
あ
っ
て
、
ロ
ー

を
指
摘
し
て
訟
と
う
。
い
わ
ゆ
る
グ
ル
マ

y

卑
は
、

マ
で
は
未
だ
単
純
な
鋤
出
N
H
W
O
ロ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
時
都
に
、

ロ
ー
マ
帝
国
の
辺
境
、
ガ
り
ア
・
ラ
エ
テ
ィ
ア

M
N
凶
丘
町
釦

。
包
出
向
。
と
い
ろ
場
所
守
、
紀
元
前
後
に
無
名
の
人
物
に
よ
っ
て
創
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
り
成
立
白
地
域
は
、

ヲ
イ

γ
河
上
流
と
ラ
ヱ
テ
ィ
ア
・
ア
ル
プ
ス
と
り
中
間
地
帯
で
あ
る
が
、
先
十
東
北
ガ
リ
ア
ロ

oEO田
空
回
口
町
ぬ
の
ω
E
g
か
ら
ラ
イ
ン
河

に
至
る
隣
接
地
方
に
広
く
普
及
し
て
い
っ
た
。
そ

ο起
源
は
ゲ
ル
マ

Y

種
族
に
よ
っ
て
発
明
さ
れ
た
と
と
ろ
に
あ
る
か
ら
、
グ
ル
マ

γ
系

の
住
民
D
居
住
す
る
と
と
ろ
は
、

ロ
ー
マ
諸
属
州
に
奈
る
と
と
ろ
展
開
す
る
と
と
に
な
っ
た
。
叉
逆
に
グ
ル
マ
ン
種
放
の
内
地
椴
民
に
当

つ
て
は
、
盤
技
術
の
発
展
と
結
合
し
な
が
ら
推
し
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
伽
o

グ
ル
マ
ン
竿
は
、
有
輪
隼
で
あ
っ
て
、
双
銀

ω口
吋
岡
田
司
竣
土
鉱
辺
円
。
山
内
町
宮
立
件
隼
刀
耳
目
岡
田
ぬ
8
0盤
。
タ

ω∞O
H
M
-
沿
よ
ぴ
定
一
規
背
中
勺
注
目
指
l

4
『
凶
ぬ
mw
ロ

を
備
え
た
畜
力
物
品
で
あ
る
。

グ
ル
マ

γ
惣
は
、

重
く
湿
度
高
く
、

雑
草
の
多
い
東
北
ガ

p
ア
-

d

ク
ル
マ
早
ア
地
域
。
硬
い
土

壌
に
対
し
て
も
禿
分
な
卑
排
性
能
を
有
し
て
い
た
。
グ
ル
マ
ン
隼
は
硬
い
土
壌
を
物
件
刀
に

k
b
垂
直
に
掘
り
割
き
、

mA
鋲
に
よ
り
水
平
に

蜘
き
起
し
、
η

援
に
能

領
、
仕
上
堅
右
反

サ
本

的
J
1

ぷ
鋭
で
あ
っ
た
。
土
管
は

会
に
反
転
さ
れ
、
唯
一
間
の
惣
耕
に
よ
ロ
て
耕
転

は
完
了
す
る
か
ら
、

で
き
ろ
る
限
り
長
い
距
蜘
酬
を
直
行
す
る
と
と
が
能
率
的
で
あ
る
か
ら
、

制
長
の
地
条
∞
可
包
宮
が
最
適
白
形
状
。

耕
地
と
訟
ら
ざ
る
を
え
だ
い
。
グ
ル
マ
シ
態
。
性
能
、
が
先
ヂ
決
定
す
る
心
は
、
と
の
細
長
む
地
条
を
な
し
て
い
る
耕
地
の
務
態
で
る
る
。

古
典
型
グ
ル

ν
ト
へ
ル
十
+
フ
ト

丸



古
典
明
グ
ル

y
ト
へ
ル
V
ヤ

7

ト

。

物
品
は
語
例
二
問
。
聯
斉
に
よ
っ
て
殺
到
さ
れ
る
の
で
る
る
が
、
そ
り
役
者
が
白
出
か
ら
王
午
ま
で
に
、
ナ
な
わ
ち
疲
労
す
る
逗
に
果
し
ろ

d
 

斗凶ぬ戸
4
3
w
と
呼
ば
れ
る
面
積
単
位
な
生
み
出
し
た
り
で
あ
づ
た
。
か

る
作
業
百
積
が
、

モ
ル
グ

γ

、
グ
1
グ
ウ
エ
ル
グ
伊
向
。
『
ぬ
巾
D
W

よ
ろ
に
し
て
決
定
さ
れ
る
地
条
は
‘
定
規
草
に
よ
ヲ
て
整
然
と
並
列
ナ
る
の
で
あ
る
が
、
右
側
方
に
mA
飯
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、

攻
第
に
歪
品
開
さ
れ
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
o
そ
D
H
h
呆
地
条
O
形
状
並
び
に
面
積
は
不
規
則
と
紅
り
、
境
問
介
在
表
示
す
る
畔
さ
え
容
易
に

物
キ
耕
に
際
し
て
破
壊
さ
れ
る
眠
れ
が
あ
コ
た
。
か
く
し
て
農
道
を
欠
除
ナ
る
畑
地
に
沿
い
て
は
、
密
集
し
て
並
列
し
錯
綜
ず
る
地
条
を
耕

転
ず
る
た
め
に
は
、
共
同
的
な
統
制
が
必
要
で
あ
り
、
共
同
の
計
画
に
墓
や
ノ
き
乍
ら
同
暗
に
耕
作
を
符
な
う
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
口
と
と

に
耕
作
強
制
ヨ
ロ
5
4
5ロ
ぬ
へ
の
一
条
件
が
与
え
ら
れ
る
。
と

D
よ
ろ
に
、
物
中
に
よ
り
地
条
が
決
定
さ
れ
個
々
の
農
業
経
営
の
内
容
と
規

模
に
対
し
て
間
接
的
た
規
制
を
加
え
る
基
本
条
件
が
形
成
さ
れ
る
。

三
間
制
穀
物
耕
作
過
程
に
沿
い
て
、
物
中
耕
が
行
な
わ
れ
る
機
会
は
、
初
期
に
沿
い
て
は
播
種
耕

m
m
g苔
2
k
g
に
限
ら
れ
て
い
た
。

す
な
わ
ち
こ
汚
か
ら
四
月
に
至
る
聞
に
夏
畑
で
行
な
わ
れ
る
第
一
回
播
種
耕

ω
S
G口

AEs--
匂
ヨ
凶
内
百
日
⑦
円
。
並
び
に
八
月
か
ら
休

閑
地
で
行
な
わ
れ
る
第
二
回
搭
種
耕

m
m
m匂苦言仲間州

g
p
w回

一

2
2
0
ニ
間
で
あ
る
。
し
か
し
九
世
紀
以
降
、
惣
耕
回
数
は
漸
増
し
て
五

二
ハ
月
に
休
閑
地
を
開
始
す
る
ω

崎
中
耕
切

gnug
並
び
に
七
・
八
尽
に
休
閑
地
車
以
し
の
筆
耕

E
E吋
g
お
よ
び
h
h
J

問
。
牧
陸
後
の
隼
誹

明。】

mmロ
む
さ
一
回
が
泣
加
さ
れ
、
中
古
宋
割
に
は
五
回
に
遣
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
惣
幹
回
数
D
増
加
は
殊
に
佑
関
耕
転
方
訟
の
集
約
化

に
華
や
い
で
い
る
。
保
閑
地
耕
転
。
例
と
し
て
オ
ス
ト
・
ホ
ル
シ
昌
グ
イ

ν
。
己
F
O】

m
Z
E
D
休
開
地
の
耕
転
方
法
を
挙
げ
よ
う
。
先
十

も

q
J峰

十
一
月
始
め
、
夏
畑
の
収
穫
後

ο第
一
一
同
鐙
耕
は
一
二
吋
O
浅
耕
乞
行
友
い
、
共
い
で
各
顧
問
に
施
肥
を
行
な
え
ば
更
に
中
間
物
品
耕
が
加
わ

り
、
と
の
北
方
地
域
一
じ
は
五
月
始
め
比
重
杷

8
V者
。
諸
問
ぬ
ぬ
O
K
使
用
し
た
後
に
五
月
末
或
い
は
六
月
始
め
に
婚
胞
と
第
二
回
惣
耕
を

行
な
ろ
と
と
に
よ
ロ
て
本
来
。
体
問
地
に
入
る
。
戎
い
で
六
周
末
に
重
担
ゐ
よ
び
嵯
担
問
O
F
4
3
吋
め
ロ
ロ

a
z
k
v
S
F封
。
主
使
出
し
、



最
後
に
共
甥
冬
畑
の
た
め
白
第
四
回
播
唾
耕
が
符
伝
わ
れ
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
多

m
o耕
転
過
程
、
か
開
始
さ
れ
る
心
で
あ
る
。
惣
耕
の
深
度
ば
、
元
来
硬
い
土
壌
の
反
転
壮
龍
を
有
す
る
だ

七
月
末
に
第
三
回
惣
耕
を
施
と
す
。

八
月
始
め
に
は
ま
た
把
を
使
用
し
、

け
に
、
探
耕
性
む
性
能
を
備
え
て

b
b
、
か
つ
浅
耕
治
よ
び
深
耕
の
度
合
は
惣
の
種
類
K
よ
っ
て
調
節
す
る
と
と
さ
え
知
ら
れ
て
い
た
の

。の

で
あ
る
。

か
よ
う
に
反
覆
さ
れ
る
惣
耕
勢
初
は
、
九
世
紀
迄
は
僅
か
に
ニ
固
に
す
ぎ
た
か
っ
た
り
が
、
そ
の
後
に
一
回
が
加
わ
り
、
十
三
一
陸
紀

l

l
ヴ
ィ

p
カ
チ
オ
ン
組
織
〈
巴
野
己
目
。
ロ

gu可
申
同

2
H
r

ヨ
E
W
E
5
5
g広
創
出
由
記
長
。
崩
壊
崩
ー
ー
ー
に
休
間
期
開
始
後
の
七
・
八
月
に
休

開
地
惣
返
し
の
一
回
、
更
に
中
世
末
期
に
至
っ
て
十
・
十
一
月
に
は
各
畑
の
刈
株
O
反
転
、
が
一
回
、
そ
れ
ぞ
れ
迅
加
さ
れ
て
い
っ
た
。
か

よ
ろ
に
し
て
、
肥
料
は
惣
込
ま
れ
か
つ
水
分
、
が
土
壌
中
に
増
加
さ
せ
ら
れ
、
雑
草
は
根
底
的
に
除
去
さ
れ
、
土
曜
は
反
転
さ
れ
破
砕
さ
れ

る
。
有
輪
車
で
あ
る
白
み
で
友
く
、
隼
刀
、
刃
政
、
捜
土
銀
た
備
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
殆
ん
ど
註
代
的
た
隼
と
同
様
た
高
性
能
を
有
し

た
と
い
ろ
と
と
が
で
き
る
。

物
中
耕
む
た
め
の
現
力
は
者
力
で
あ
り
、

そ
れ
も
二
重
弼
に
上
っ
て
二
頭
の
判
明
蓄
を
用
い
て
隼
を
牽
引
さ
せ

る
。
と
の
有
輪
隼
の
操
作
む
た
め
に
は
、
投
畜
の
た
め
の
少
年
一
名
、
梶
棒
に
よ
り
反
転
を
掠
作
ナ
る
少
年
一
名
、
運
転
方
向
を
左
右
ナ

る
大
人
一
名
の
一
ニ
名
乞
要
し
た
。
そ
O
惣
耕
能
力
は
(
一
)
肥
沃
で
平
坦
丘
、
軽
露
な
土
地
に
沿
い
て
は
、

一

品

1
グ
ル
ム
官
ぬ
の
円

Z
E

ハ
ー
一
一
七
・
四
刊
或
い
は
二
五
・
二
八
ア
ー
ル
〕
に
つ
き
、
プ
ロ
ス
キ

y
J
プ
レ
胃

2
0目白色
0
3
〔
1
第
一
同
播
種
耕
〕
の
た
め
に
ニ
グ
1

ク
ウ
ェ
ル
ケ
吋
知
的
君
。
吋

w
p
。目
u
O司州
W
O

を
、
イ
デ
ラ

1
ν

伊
丹
司
向
。
〔
川
H
夏
至
隼
悲
し
〕
の
た
め
に
一
グ
1
ク
ウ
エ
ル
グ
を
、
テ
ル
テ
ィ

ア
I
レ
〔
U
H
初
秋
惣
悲
し
〕
り
た
め
に
仏
グ

1
グ
ウ
エ
ル
ク
を
、
リ
ラ

1
レ
ロ

3
2
〔
1
第
二
回
播
種
耕
〕
の
た
め
に
日
夕

1
グ
ウ
ェ
ル

グ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
嬰
し
た
。

(
二
)
と
と
ろ
が
重
粘
な
土
地
に
沿
い
て
は
、
第
一
回
播
種
耕
む
た
め
に
三
グ
1
グ
ウ
ェ
ル
ヶ
、
夏
至
惣
返

し
の
た
め
に
ニ
グ

1
グ
ウ
ェ
ル
ヶ
、
初
秋
物
件
返
し
心
た
め
に
一
グ
1
グ
タ
且
ル
グ
、
第
二
国
語
種
耕
白
た
め
に
日
夕
l
グ
ウ
ェ
ル
ク
を
、

古
前
出
型
グ
ル

γ
ト
ヘ
ル
シ
キ

7

ト

同

ー



古
典
型
グ
ル

ν
ト
ヘ
ル
V

ヤ
ア
ト

そ
れ
ぞ
れ
要
す
る
、
と
い
わ
れ
る
。
中
世
に
ゐ
け
ろ
耕
地
面
積
。
単
位
が
、

モ
ル
グ
ソ

伊角。『ぬ⑦ロ

あ
る
い
は
グ
l
グ
ウ
エ
ル
グ
と
し
て

表
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
元
来
日
出
が
ら
正
午
に
至
る
問
に
巣
さ
れ
る
惣
耕
商
積
を
意
味
し
た
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
り
面
積
と
筆
・
0
性
詩

と
は
或
程
度
。
関
蹄
仰
を
保
っ
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
も
、
モ
ル
グ
ン
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
実
面
積
は
、
甚
だ
し
い
地
域
差
を
示

し
て
な
り
、
そ
の
地
域
差
は
物
干
の
構
遣
と
性
能
並
び
に
土
壌
O
佐
賀
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
労
鈎
の
生
産
性
が
異
る
こ
と
に
対
応
し
て

い
る
。
ラ
イ

y

・
モ
ル
グ

Y
H
N
u
a白山
m
p
o
富
良
ぬ
ぬ
口
、
が
二
五
・
一
九
ア
ー
ル
、
モ

l
ゼ
ル
一
ア
ジ
ト
冨

20]目
白
白
色
、
が
Z

二
・
五

t
三
八

・
一
一
ア
ー
ル
ハ
卒
均
三
四
・
八
ア
ー
ル
)
、
パ

1
デ
シ
ロ

a
g
が
三
九
ア
ー
ル
、
ワ
ユ
ル
テ
ン
ペ
ル
ク
者
同
町
立

g
Z吋
ぬ
が
一
ニ
一
・

五
二
ア
ー
ル
。
よ
う
に
、
二
五

t
三
八
ア
ー
ル
O
地
域
差
が
表
わ
れ
て
ゐ
り
、
平
均
は
こ
京
乃
至
コ
一

0
ア
ー
ル
程
度
と
セ
る
で
あ
る
ろ
。

か
よ
ろ
に
惣
耕
-
ぽ
地
積
単
位
で
あ
り
、
そ
O
三

D
倍
数

i
l一
-
一
間
へ
の
均
等
配
分
i

ー
が
個
別
的
農
業
経
営
の
規
模
を
間
接
に
決
定
す

る
り
で
あ
る
か
ら
、
翌
耕
は
細
長
い
地
条
裂
。
持
鎖
的
た
耕
地
区
劃
様
式
を
制
約
ア
る
ば
か
り
で
も
仏
く
、
そ
り
室
主
も
決
定
す
る
o

封
建

そ
れ
は
直
接
生
産
者
た
る
農
民
が
そ
り
労
初
を
実
現
ナ

一
枕
会
に
た
け
る
農
業
経
営
白
金
内
等
は
、

フ
1
フ
品
出
足
。

と
呼
ば
れ
る
が
、

る
た
め
む
物
的
諸
手
段
。
複
合
体
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
該
の
地
域
枇
会
に
沿
け
る
農
阻
ん
労
初
の
生
屋
性
に
対
応
し
、
農
民
と
農
民
の
家
族

。
生
計
を
保
証
す
る
に
足
り
る
だ
け
の
置
に
沿
い
て
賦
与
さ
れ
て
い
る
。
と
の
実
休
は
棋
準
的
農
民
生
活
〉
の
対
⑦

E
m宵
ロ
ロ
ぬ
と
呼
ば
る

べ
き
も
の
で
る
ろ
ろ
。
か
よ
う
に
実
体
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
フ

1
フ
虫
な
る
語
義
は
多
様
佐
内
容
を
も
ち
、
或
い
は
農
業
誇
権
利

で
あ
り
、
租
税
・
地
代
賦
課
の
単
位
で
あ
り
、
農
民
経
営
の
拠
っ
て
立
つ
土
地
保
有
形
式
で
も
あ
っ
た
が
、
発
づ
そ
れ
は
地
域
差
主
も
っ

と
し
て
も
一
種
の
地
積
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
表
れ
て
い
る
最
も
普
遍
的
な
棋
準
フ

1
フ

Z
Z
2
5丘
町
民
∞
は
三

O
モ
ル
グ
シ
で
あ
り
、

七
・
五
品
川
歪
一

O
ヘ
ク
グ
l
t
w
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
と
の
フ

1
フ
ェ
制
心
誕
生
も
、
グ
ル
マ
ン
盤
と
同
様
に
ガ
E
ア
・
ゲ
ル
マ
一
一
ア
地
域

Aυ 

で
あ
っ
た
。



グ
ル
マ
シ
惣
が
、

一ユ
l
d
v
ル
ム
〔
H
H
一
モ
品
グ
シ
U

O
耕
地
の
耕
起
に
一
一

t
一
グ
1
グ
ウ
Z

ル
グ
を
要
す
る
と
い
う
前
述
。
時
能
は

グ
1

ク
ウ
ヱ
ル
グ
を
苧
労
初
日
と
仮
定
す
れ
ば
、
二
@
五
乃
至
一
二
へ
ク
グ
1

ル
を
一
勢
初
日
ま
た
は
卒
勢
初
日
を
も
っ
て
耕
起
し
う
る
と

い
ろ
能
力
で
あ
る
。
と
の
グ
ル
マ

γ
隼
の
も
つ
位
前
は
、
封
建
紅
会
の
段
階
に
あ
3

て
は
世
界
史
的
な
意
義
を
も
ち
ろ
る
も
の
で
あ
る
。
物
#

は
主
襲
。
生
産
D
た
め
り
設
も
基
本
的
な
労
初
要
日
崎
で
る
る
が
、
そ
れ
白
出
加
え
る
世
界
史
的
な
高
性
能
は
、
そ
り
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
封
建
枇

会
の
発
展
白
進
行
に
特
徴
を
賦
与
し
た
。
基
本
労
初
安
兵
で
あ
る
グ
ル
マ
ソ
懲
り
輯
然
た
る
高
性
的
院
は
、

泣
か
で
孤
立
的
に
、
い
わ
ば
般
行
的
に
高
位
能
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
り
、
弛
O
労
初
過
程
に
治
け
る
嬰
具
は
透
か
に
原
始
的
で
あ
る
。

一
見
同
時
代
の
諸
労
初
嬰
兵
。

播
種
に
当
コ
て
は
種
子
は
相
当
に
綿
腎
に
謹
種
さ
れ
、

が
使
用
さ
れ
る
。
地
力
維
持
ま
た
は
増
進
の
た
め
に
は
、
単
に
自
然
的
肥
料
た
る
厩
肥
、
厩
肥
漏
液
、
尿
犯
、
堆
肥
宮
内
弘
]
当
日
a
p
Eロ
l

定
景
の
容
量
を
も
っ
諸
に
入
れ
て
撒
布
さ
れ
、

播
種
後
は
粧
開
ぬ
ぬ

p
o
n
s
g

n
Y
0
・

同

km仲
M
1町一

D
0
・
欠
。
同
ロ
ロ
田
仲
が
私
用
さ
れ
て
ね
り
、
緑
肥
の
ユ
ロ
己
ロ
ロ
ぬ
(
ド
ロ
窓
口

2
)
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
北
ハ
に
隼
に

k

ラ
イ
ン
何
下
流
、

モ
ー
ゼ
ル

っ
て
惣
込
ま
れ
た
c

と

ο他
に
も
泥
茨
土
宮
内
凶
吋
ぬ
命
日
が
肥
料
と
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
は
稀
で
は
な
く
、

何
涜
域
の
よ
ろ
た
長
時
福
山
市
護
地
帯
市
、
…
は
人
詰
肥
料
と
も
い
う
べ
き
粗
製
茨
酸
加
虫
、
石
次
、
石
膏
句
。
件
仲
間

2
2
7・
宍
白
骨
l
w

。

e
E岱ロ
1

ぬロロぬ

も
っ
て
い
た
が
、
常
例
に
搾
こ
さ
れ
る
惣
耕
が
雑
草
を
根
絶
す
る
ほ
か
に
、

な
ど
が
十
三
・
回
世
紀
の
史
料
の
ろ
ち
に
現
れ
て
い
る
。
雑
草
の
吏
除
心
た
め
に
は
輪
作
と
休
閑
そ
れ
自
体
雑
草
防
除
。
効
果
を

草
刈
線
認
宮
口
が
除
草
す
る
。

牧
穫
に
当
ヲ
て
は
刈
鎌

ω仙
の
ぴ
命
日
に
よ
っ
て
、
穂
を
禾
茎
心
中
頃
か
ら
刈
り
落
と
し
、
禾
束
。
号
同
M
F
ヌ。吋一ロゲ位田の
F
O
]噌

ω一円リ叩凶⑦】山口町

は
箱
の
中
に
拾
集
さ
れ
、
通

摂
さ
れ
る
。
最
後
に
股
穀
調
整
作
業
は
白
煙
根
D
覆
い
が
附
せ
ら
れ
た
納
戸
皮
切
の

E
E
5
に
沿
い
て
、
持
に
よ
る
か
ま
た
は
詫
訓
。
C
H
V

旬。

γ

ぬ日目。弘司山崎。匂】⑦ぬ⑦円

に
よ
コ
て
脱
穀
さ
れ
、

そ
の
後
に
箕

d
F
可。司町内凶]

に
よ
コ
て
籾
襲
か
ら
選
別
さ
れ
る
。

か
く
し
て
穀
物
は
手
臼
、

水
カ
ま
た
は
艦
馬
に
よ
る
礎
自
に
よ
っ
て
粉
に
掛
か
れ
る
。
以
上
の
労
初
過
程
と
努
的
安
兵
と
は
、
耕
転
に
用
い
ら
れ
る
グ
ル
マ
ン
惣
に

古
典
型
グ
ル
シ
ト
へ
ル
シ
+
フ
ト



古
典
型
グ
ル
ジ
ト
へ
ル

V

+
フ
ト

国

比
較
し
'
て
透
か
に
劣
っ
て
い
る
。
ず
友
わ
ち
、
耕
転
。
基
本
的
行
蒋
一
で
る
る
壁
耕
O
如
く
、
共
同
的
規
制
か
ら
離
れ
た
部
分
行
程
、
除
幕

を
始
め
と
し
て
股
穀
調
整
は
個
別
的
経
営
の
内
部
で
営
ま
れ
る
労
初
過
程
で
あ
る
。
右
の
基
本
的
行
程
は
共
同
体
的
規
制
。
主
た
る
対
象

で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
行
程
は
個
別
的
経
営
の
内
部
で
独
立
し
て
営
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
と
で
は
技
術
的
謹
歩
は
停
滞
す
る
。
封
建

枇
会
に
沿
い
て
は
、

農
業
生
産
に
つ
い
て
も
個
別
的
条
件
と
共
同
体
的
規
制
と
は
可
能
的
に
相
互
に
対
立
し
矛
盾
す
る
が
、

封
建
的
農

燥
技
術

ο全
体
系
は
三
園
制
技
術
体
系
で
る
っ
て
、
そ
れ
は
農
業
経
営
の
個
別
牲
に
対
し
て
共
同
体
的
規
制
を
優
越
せ
し
め
る
体
系
で
あ

る
。

1)註

阿
川
町

nr臼
仏
関
吋
N可
目
。
者
団
付
MJ
。
町
田
口
広
口
同
品
目
白
R
L
2注目
n
r
g
門出口
-L耳目見回れ何回出同グ呂田
H・∞
-
z
a
u
M印
∞
同
・
「
何
故
に
一
一
一
周
判
例
漫
民
は
畑
地
を

}
一
一
年
毎
に
休
閑
地
と
し
て
放
置
す
る
の
か
。
そ
の
た
め
に
は
一
一
一
年
毎
に
焔
地
を
必
ず
休
ま
せ
、
ま
る
一
年
の
牧
穫
を
央
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

そ
れ
は
さ
間
部
度
の
粗
放
的
性
格
に
よ
ョ
て
決
定
さ
れ
る
。
田
=
一
園
都
民
は
僅
少
な
肥
料
し
か
入
手

L
え
な
か
3

た
の
で
あ
る
J
{
休
閑
地
は
次
第

に
縮
少
さ
れ
、
休
鴻
地
作
物
ハ
音
宿
、
ジ
ャ
ガ
部
省
、
謀
議
円
〉
が
栽
培
さ
れ
た
。
そ
の
変
化
は
、
休
閑
地
が
先
ず
始
め
は
一
一
否
認
で
な
く
]
た
だ
六
年

に
一
回
、
九
年
に
一
回
、
つ
い
に
は
十
二
年
に
一
回
同
一
の
知
に
一
段
覆
さ
れ
る
、
と
い
P

た
方
法
で
進
め
ら
れ
た
0
」
H
，

F
出
江
口
山
口
出
国
ロ
ロ
抽
出
。

LSj

堅
苦
ロ
ロ
ぬ
g
M
a
g
g山
口
日
出
回
忌
者
印
HHRU口
絵
仏
2
g
m
w
t
g耳目
85H窃
nr民
同
町
ロ
・
切
向
山
・
出

C
U
N品
)
m
p
ω
3
・
?
』
の
長
期
の
休
明
例
制
設
定
が
一
一
一
間
制

度
の
主
要
指
標
で
あ
る
。
」

め

閃

HN可
HHC耳目
r
F
由
・
白
・
。
・

ω・
CM・

巴

w
m
E
C再
開

g
a
n
F
P
C
2
E
N
Z巾
品
目
吋
母
国
神
的
n
r
s
d司
笠
間
早
急
閣
ぬ
町
田
nMLnrg
史的

N
C
S
H寸
-
T
E
E
Z申
込

-HCMω
・
ω・
混
同
-
u

pa--
皇
官
5
5
5
H
Z凸
ゲ
益
出
向
2
0
Z
$
8
5
5
-島

3
、

ω-NS・
作
物
の
栽
培
矧
は
、
地
域
的
白
熱
条
件
の
し
差
に
よ
ョ
て
異
る
。
例

え
ば
、
一
一
一
岡
山
制
度
の
循
環
を
殻
闘
す
る
図
表
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
の
ロ
ロ
ロ
宮
内
「
由
自
の
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
小
麦
、
ラ
イ
麦
は
十
月

t
翌
年
八
月
、

ま
た
大
変
は
三
月

t
八
月
と
さ
れ
雪
(
者
・
(
リ
ロ
ロ
ロ
日
ロ
問
}JFmwgu
、H，r目
。
吋
O
耳
仲
町
広
間
ロ
ぬ
】
山
田
d
Hロ
仏
国
田
仲
同
日
、
出
口
仏
門
0
8
5
2
n冊、]∞
U3
・
〈
C‘ロ吉伸

HU

何
血
同
守
由
HML
沼
氏
円
m

k

p

ぬ
8
・
切
-
き
し
ま
た

HhvH仏
何
回
目
目
白
の
記
訟
に
よ
れ
ば
、
小
麦
と
ラ
イ
麦
は
ラ
マ
ス
の
臼

r
w
g
g
g
合
同
(
〉
巴
同
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に
堪
え
ら
れ
な
か
っ
た
で
る
ろ
う
。
そ
の
結
果
農
民
労
初
の
生
産
性
は
封
建
社
会
に
お
い
て
す
で
に
殺
界
的
た
高
水
準
に
到
建
し
た
の
で

あ
ョ
た
。

右
む
よ
う
な
労
初
要
具
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
、
封
建
的
農
業
、
が
営
ま
れ
る
。
そ
の
農
業
労
初
の
対
象
は
一
方
に
は
種
子
で
あ
り
、
他

方
に
は
土
地

l
i
土
壌
で
あ
ョ
た
。
先
歩
前
者
に
つ
い
て
は
搭
種
量
と
牧
穫
量
と
の
問
の
比
率
、
そ
の
に
傍
率
よ
冒
て
、
当
該
ゆ
隠
史
的

段
階
の
生
産
力
水
準
を
測
定
す
る
一
条
件
を
与
え
る
も
り
と
し
て
、
問
題
に
し
浅
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
封
建
枇
会
に
治
け
る
生
産
力
の
発

展
度
の
低
劣
さ
は
、
播
珪
♂
穫
牧
量
の
倍
率
に
表
現
さ
れ
て
い
る
D

そ
り
低
位
な
倍
率
は
、
封
建
吐
会
白
金
制
棋
を
遁
じ
て
停
頓
し
た
り
で

は
な
く
、
漸
次
に
上
昇
傾
向
を
辿
ョ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
}
一
一
闘
制
度
が
存
続
し
て
な
る
限
り
割
顎
的
な
発
展
は
あ
り
え
た
か
ロ
た
。

前
述
。
語
り
播
撞
顎
は
多
禾
設
で
あ
る
か
、
夏
禾
穀
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
O
時
期
は
経
験
的
に
最
趨
の
時
点
が
襲
択
さ
れ
て
い
る

ば
か
り
で
な
く
、
播
種
畳
一
も
一
定
問
積
に
対
し
て
は
一
定
量
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。

播
撞
量
の
最
も
有
利
な
量
が
、
平
く
か
ら
良
品
に
よ
3

て
自
覚
さ
れ
て
い
た
こ
古
は
、

一
定
の
土
地
問
積
が
そ
れ
に
対
す
る
播
種
量
を

表
わ
ず
語
に
よ
っ
て
、
例
え
ば

m
n
}
g
R
O
H
円
、
出
口
弘
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
と
に
よ
ロ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
播
種
量
に
対
す
る
牧
穫
量
の

倍
率
は
ヨ

1
ロ
y
バ
農
業
の
封
建
問
一
階
に
沿
い
て
は
四
倍
が
一
般
的
水
準
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
個
々
の
経
営
に
お
い
て
は
紙
牧
穫
量
白

中
か
ら
攻
年
度
。
播
種
量
四
分
の
一
が
、
毎
年
控
除
さ
れ
準
備
さ
れ
て
い
た
り
で
あ
る
c
播
種
量
に
対
ず
る
牧
穫
ー
一
一
の
倍
率
は
三
間
制
度

t

晶
刀
初
過
程
、
が
存
概
し
て
い
る
限
り
、
労
初
投
下
量
が
不
変
で
る
る
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
封
建
一
世
会
。
農
業
生
章
一
力
発
展
を
一
不
す
指
標
で
な

け
れ
ば
な
ら
泣
い
。
例
え
ば
、
パ
イ
エ
ル
ン
∞

3
6
E
に
沿
い
て
は
、
「
川
分
の
一
の
種
子
」
同
)
2
S号
件
。
∞
m
w
H
M
M
O
口
、
が
播
種
用
に
保
存

さ
れ
る
と
と
が
悶
い
慣
習
と
し
て
行
な
わ
れ
て
治
り
、
た
だ
し
と
れ
が
事
実
と
合
致
す
る
の
は
中
世
尚
期
間

2
2自
民
凶
作
]
巳
件
当

に
沿
い

て
さ
え
ア
ル
プ
ス
山
麓
地
帯
区
切
。
宮
、
。
ユ
山
口
弘
ま
た
は
バ
イ
エ
ル
ン
森
林
地
帯
切

ω背
筋
v
o
d
q
m
広
島
友
ど
の
最
劣
等
校
山
岳
地
帯
だ
け

古
典
型
グ
ル
ン
ト
へ
ル
シ
ャ
フ
ト

七



古
典
型
グ
ル

y
ト
へ
ル
グ
ヤ
ア
ト

八

で
あ
?
た
o

す
た
わ
ち
と
の
地
方
で
は
曙
種
品
患
の
四
倍
。
牧
穫
が
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
や
や
時
甥
は
下
る
に
も
拘
ら
歩
、
北
方
。
芳
一

ス
ト
・
ホ
ル
シ
ュ
グ
イ
y
地
方
で
は
、
連
年
著
し
い
倍
率
の
差
を
示
し
て
い
る
が
、
七
年
間
に
わ
た
っ
て
最
低
一
・
同
九
倍
か
ら
最
高
四

.
一
五
位
に
至
る
記
銀
が
与
え
ら
れ
て
た
り
、

一
般
的
に
は
さ

t
二
倍
で
あ
ア
た
。
か
よ
ろ
に
封
越
段
階
へ
の
牧
穫
倍
率
は
極
め
て
低
率
で

あ
コ
て
、
と
れ
以
上
に
上
る
場
合
は
む
し
ろ
異
例
で
あ
り
、

ヘ
プ
ケ
出
防
U
W
O
も
農
民
経
営
の
再
生
産
。
条
件
を
分
析
す
る
に
当
っ
て
は

四
傍
@
位
川
率
を
基
準
と
せ
ぎ
る
を
え
及
、
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
封
建
段
階
で
も
、
四
倍
を
と
え
る
場
合
は
梼
で
た
く
、
パ
イ
エ
ル
シ

に
お
い
て
も
よ
り
肥
沃
宏
ド
ナ
ウ
河
流
域
ま
た
は
-
一

l
グ
ー
バ
イ
エ
ル
ン

Z
古
音
一

〈
出
国
流
域
で
は
、

倍
率
は
八

t
一
O
格
に
さ
え
湾
し
之
と
い
わ
れ
、

た
こ
と
も
見
ら
れ
b
。

中
A

ス
ト
ホ
ル
シ
ュ
ダ
イ
ン
で
も
例
外
的
に
は
五

t
六
傍
を
記
録
し

と
の
よ
う
友
傍
率
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
牧
撞
は
何
の
程
度
に
達
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
農
民
経
営
が
拠
冒
て
立
つ
物
的
諸
条
件
は
フ

ー
フ
ェ
と
い
ろ
醸
史
的
形
態
に
沿
い
て
与
え
ら
れ
て
い
た
。
フ

1
フ
ェ
は
主
穀
の
現
産
に
関
し
て
は
農
民
と
そ
り
家
族
l

f

l
附
随
的
に
は

家
畜
筒
科
を
含
め
て

i
l
D
生
命
を
再
生
産
す
る
に
足
り
る
条
件
を
保
証
す
る
も
の
マ
る
ヲ
も
ん
。
主
襲
生
産

οた
め
の
耕
作
地
は
、
一
二
関

制
度
。
規
制
に
従
っ
て
賦
与
さ
れ
た
全
面
積
O
三
分
の
二
が
充
当
さ
れ
る
。
も
し
主
穀
の
耕
作
地
、
が
基
準
的
役
=
一

O
モ
ル
グ
シ
で
あ
る
場

合
に
は
ニ

O
モ
ル
ポ
〆
γ
が
耕
作
に
充
て
ら
れ
る
。
と
の
耕
作
地
に
対
し
て
三
国
制
度
。
規
制
に
従
ョ
て
労
的
、
が
投
下
さ
れ
、
経
済
的
に
定

量
、
が
知
ら
れ
て
い
る
童
に
沿
い
て
播
種
が
行
な
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
得
ら
れ
る
、
ま
た
得
友
け
れ
ば
た
ら
ゑ
い
牧
穫
量
は
農
民
と
そ
り
家

畳
一
は
中
古
左
遇
と
て
、

て
験
穫
量
。
倍
率
の
増
進
に
よ
コ
て
む
み
、
農
業
経
営
に
む
け
る
超
笹
生
産
物

c
u
o
g
n
Z
E
a宮
町
円
。
岳

H
Z
D
生
産
、
が
可
能
と
な
る
に

掃
の
生
活
資
料
ま
た
は
そ
れ
は
上
で
も
仏
け
れ
ば
友
ら
な
い
か
ら
、
間
接
に
牧
穫
量
は
推
定
し
え
な
い
で
は
な
い
。
現
実
に
も
、
そ
O
牧
穫

一
般
に
は
辛
う
じ
て
農
民
と
そ
り
家
族
む
生
活
を
維
持
し
ろ
る
水
準
に
達
す
る
に
す
ぎ
守
、
揺
種
量

ο縮
小
従
ヨ



す
ぎ
な
か

t

た
。
オ
ス
ト
ホ
ル
シ
ュ
グ
イ

y
D
場
合
、

へ
グ
グ
T

ル
当
り
の
牧
穫
は
一
ウ
イ
奏
で
一
・
七
ツ

z
γ

ト
ナ
1
N
O
D
宮
司
乃
至

ニe

一
円
ノ
孟
シ
ト
ナ
ー
の
聞
を
上
ド
し
て
お
り
1

ス
イ
ス
に
な
い
て
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
二
・
九
九
V
Y
ベ
ル
・
ツ

z

y
ト
ナ

1

U
告
官
同
i

N
命
己
ロ
需
で
あ
っ
て
、
透
か
に
高
い
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
相
当
た
高
位
収
穫
を
示
ナ
も
の
で
あ
っ
て
ド
イ
ツ
の
平
均
牧
穫
量

は
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
比
較
す
れ
ば
や
や
慢
目
。
一
'
三
ツ
ェ
シ
ト
ナ
1
程
度
。
収
穫
量
を
一
不
ナ
に
す
ぎ
な
か
ョ
加
。

し
か
し
、

以
ム
む
よ
う
に
、
封
建
的
農
業
に
治
け
る
技
術
的
諸
条
件
。
総
体
、
耕
作
方
法
と
し
て
の
三
園
制
度
体
系
[

i耕
転
技
術
に
治
け
る
惣

。
高
性
能
、
そ
の
他
の
労
初
要
具
、
施
肥
技
術
、
播
種
量
と
牧
穫
量
の
倍
率
な
よ
ぴ
牧
穫
量
の
絶
対
量
白
原
始
性
と
低
位
左
E
D
諸
特
徴

。
示
す
と
と
ろ
は
、

ζ

D

技
術
体
系
が
共
同
体
的
規
制
を
前
提
と
す
る
点
に
あ
る
。
三
圃
制
度
に
表
わ
れ
て
い
る
耕
作
と
休
閑
む
組
合
せ
一

が
、
休
閑
朝
間
一
年
を
包
含
し
て
い
る
に
も
叶
ら
や
、

一
方
に
は
労
佑
配
分
を
あ
る
程
度
に
沿
い
て
合
理
化
し
、
他
方
に
は
地
力
。
補
填

と
増
進
と
を
配
慮
し
、
封
建
的
農
業
の
展
開
の
た
め
の
蒸
礎
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
り
積
極
的
意
義
は
、
正
に
共
同
体
的
運
営

に
よ
っ
て
D
み
保
証
さ
れ
た
と
と
ろ
で
あ
ョ
た
。
決
に
耕
転
作
業
の
中
軸
を
注
し
て
い
る
惣
耕
に
関
し
て
、

d

ゲ
ル
マ

γ
盤
、
が
生
み
出
さ
れ

た
と
と
も
、
と
の
作
業
部
面
が
共
同
体
的
規
制
。
基
本
部
面
で
る
っ
た
と
と
と
関
聯
す
る
。
か
よ
う
注
共
同
休
規
制
の
主
体
は
直
接
生
産

た
る
農
民
の
共
同
体
で
る
る
が
、
か
か
る
共
同
体
は
物
的
な
基
盤
を
備
え
て
い
る
。
そ
の
基
盤
と
そ
は
7
1
フ
z

制
で
あ
り
、
特
に
耕
地

一
の
特
異
た
分
配
様
式
で
あ
コ
た
。
と
り
特
徴
を
グ
グ
ア
ン
只
の
0
4
5
H
5
形
式
と
呼
ぶ
と
と
が
で
き
る
。
グ
グ
ア
ン
ヌ
は
、
短
形
の
地
区

で
あ
っ
て
、
と
の
中
に
各
村
落
共
同
体
員
た
る
農
民
は
平
等
白
規
模
に
均
分
さ
れ
た
細
長
の
地
条
∞
可
め
は
♂
句
"
吋
No--o
を
一
撃
や
っ
与

え
ら
れ
る
。
均
分
制
に
よ
ョ
て
貫
徹
さ
れ
た
特
異
左
耕
地
分
配
様
式
が
そ
れ
で
あ
れ
刷
。

と
の
よ
う
な
分
配
様
式
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
村
落
共
同
体
が
存
在
し
て
い
る
と
と
は
い
ろ
ま
で
も
友
く
、
村
落
共
同
体
の
現
象

形
態
で
あ
る
棄
落
制
と
結
合
し
た
け
れ
ば
左
ら
友
い
。
一
ニ
掴
制
度
は
、
か
く
し
て
、
楽
器
制
|
村
落
居
住
様
式
の
問
題
と
関
聯
す
る
。

古
典
型
グ
ル

ν
ト
ヘ
ル
シ
キ
フ
ト

九



古
典
型
グ
ル

ν
ト
へ
ル
b
v

守
フ
ト

二
O

村
落
居
住
様
式
に
治
け
る
豪
落
制
と
散
居
制
。
。
え
m
z
a
E
D
m
ロロ
A
H

閉山口
N
O
F
え
に
つ
い
て
は
、

マ
ィ
ツ
z
ン

冨
包
仲
N
O
回
以
来
様
々

及
型
訟
が
提
起
さ
れ
た
。
そ
の
原
因
論
は
依
然
と
し
て
未
解
決
で
あ
っ
て
昏
越
の
ろ
ち
に
あ
る
が
、
居
住
様
式
の
実
休
に
つ
い
て
の
研
究

は
推
し
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
居
住
様
式
と
一
一
一
園
制
技
術
と
の
関
聯
、
ま
た
よ
り
深
く
居
住
様
式
と
そ
の
上
に
築
き
上
げ
ら
れ
る
封

建
的
支
盟

1
所
有
関
係
の
構
造
の
問
題
へ
の
分
析
さ
え
進
め
ら
れ
て
き
た
。
居
住
様
式
の
発
見
は
、
か
く
て
、
封
建
社
会
の
金
機
構
に
関

す
る
と
い
ろ
意
義
を
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
@
ド
イ
ツ
の
居
住
様
式
に
つ
い
て
は
マ
イ
ツ
ェ

γ
以
来
そ
の
実
体
の
全
体
が
ほ
ぼ
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
治
け
る
両
形
態
の
分
布
は
も
と
よ
り
豪
落
制
が
支
配
的
で
あ
り
、
ま
た
両
形
態
の
併
存
混
在
は
至
る
と
と
ろ
に

ロ
1

7
・
リ
メ

I
ス
〔

1
ロ

1
T
長
域
可

見
ら
れ
る
に
せ
よ
、
或
る
地
域
的
友
性
格
を
示
し
て
い
る
。
乗
務
制
は
ウ

z
l
ゼ
ル
河
下
流
、

マ
イ
シ
河
、
ザ
l
ν

河、

エ
ル
ペ
河
下
流

C
M仲
2
4『omo--
見
O
B
M
H
ロ
自
白
♂
宮
凶
山
口
二
凶

g-一0
・
ロ
ロ
件
。
円
。

-Z
に
固
ま
れ
た
地
域
に
沿
い
て

支
配
的
で
あ
る
。
ナ
友
わ
ち
、
北
部
シ
旦
ヲ

1
ベ
y
m
o
F
4
2
u
oロ
む
肥
沃
左
卒
地
地
帯
か
ら
ド
ナ
ウ
河
口
O
D
m
E
を
と
え
て
シ
ュ
ワ
ル
ツ

ウ
且
ル
テ
シ
ペ
ル
グ
看
背

gsvo円
ぬ
へ
ツ
セ
シ

ヲ
ル
ト

ω
n
V
4
『型
N
4
『色色

同
町
田

ω
o
p

た
ど
が
豪
落
制
の
支
罰
的
及
、
代
表
的
友
地

帯
で
あ
る
ロ
と
と
に
は
古
典
的
恋
封
建
的
支
配

1
土
地
所
有
制
〉
足
。
C
H
V
2

唱
B
誌
の
吉
田
色
町
叩
時
一
宮
町
民
件
が
棋
を
下
ろ
し
、
か
つ
中

世
後
期
に
お
け
る
封
建
祉
会
の
一
般
的
崩
壊
期
に
沿
い
て
さ
え
、
化
石
型
グ
ル
ン
ト
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
〈
時
田

zza言
。
自
足
寄
吋
一
5
0
F

民
件
が
避
行
的
に
編
成
さ
れ
た
地
帯
で
あ
る
。
と
れ
に
対
し
て
散
居
制
。
支
配
す
る
地
域
は
、
曲
以
旦
1
ゼ
ル
河
以
西
む
フ

F
l
ス
ラ

yv

司
江
m
m
E
口
広
ウ
エ
ス
ト
フ
ア

l
レ

者
自
白
色
。
ロ
ヲ
イ
ン
河
三
角
地
帯
初
日
HO
庄内凶
O
H
Z
ド
イ
ツ
・
ミ

y
テ
ル
グ
ピ
ル
グ

aoHM仲
閣
内
凶

HO

呂田仲件。】
m
o
Z品
。

必
よ
ぴ
ア
ル
プ
ス
山
麓
で
は
数
居
制
ま
た
は
小
村
篠
巧
注
目
。
可
制
の
支
配
す
る
地
帯
で
あ
り
、
と
と
で
は
封
建
祉
会

の
崩
壊
は
最
も
与
速
で
あ
っ
た
。
後
者
は
さ
て
治
き
、
前
者
楽
落
制
。
支
配
す
る
と
と
ろ
で
は
、
表
落
の
形
成
は
耕
地
の
分
間
出
様
式
に
つ

い
て
も
グ
ず
ア
シ
ヌ
制
。
o
d
Z
H
5
4
0
Z
H
H
目
的
己
ロ
ぬ
を
と
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

「
と
の
耕
地
ゐ
よ
び
経
営
制
度
は
、
三
園
制
度
の
う
ち
に



争

そ
C
展
開
C
た
め
の
最
誼

ο基
本
形
弐
を
見
出
し
た
。
」
(
望
。

E
g
n
E

か
よ
う
な
繋
落
判
明
は
、
一
一
日

馬
史
的
過
，
一
に
な
い
て
は
何
ら
間
定
し
た
も
り
で
友
く
、
二
つ
り
型
。
間
に
は
相
互
に
移
行
関
係
が
認

め
ら
れ
る
と
い
わ
れ
る
。
か
つ
て
主
帳
さ
れ
た
よ
ろ
忙
相
鉄
心
属
性
に
よ
る
と
い
う
見
解
、
ま
た
は
土
糾
は
り
差
異
に
暴
く
と
い
ろ
見
解
な

ど
は
、
何
れ
も
不
変
D
条
件
に
よ
ョ
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
試
み
で
あ
っ
て
成
立
し
え
な
い
。
む
し
ろ
グ
グ
ア
〉
ヌ
村
落
形
式
は
、
一
二
圃

制
度
技
術
休
系
と
結
合
し
て
形
成
さ
仰
た
も
D
で
あ
っ
て
、

る
。
グ
ヴ
ア
ジ
只
の
形
式
は
、
位
置
と
地
力
な
ど
を
具
に
す
る
耕
地
を
村
落
共
同
体
員
に
平
等
に
分
配
す
る
た
め
白
方
法
で
あ
ョ
た
。
そ

会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
白
担
程
の
友
か
で
と
の
点
ば
実
証
さ
れ
て
い
る
と
い
え

む
た
め
に
は
先
や
マ
き
る
限
り
地
味
の
同
一
な
地
区
を
な
る
べ
く
矩
形
、
ま
た
は
平
行
四
辺
形
か
、
タ
く
と
も
梯
静
に
包
囲
す
る
ο
と
の

地
区
が
ゲ
ヴ
ア
ン
ヌ
で
る
り
、
と
の
一
グ
ヴ
ア
ン
ヌ
の
内
部
は
村
落
共
同
体
員
の
数
に
応
じ
て
等
面
積
の
細
長
白
地
条
に
よ
ロ
て
細
分
さ

れ
て
い
る
口
そ
の
地
条
の
一
筆
が
一
共
同
体
員
に
与
え
ら
れ
る
。
か
よ
ラ
な
グ
ヴ
ア
ン
メ
は
他
に
は
相
当
数
設
け
ら
れ
、
そ
の
各
グ
ヴ
ア

-
シ
ヌ
に
一
筆
十
つ
り
耕
地
が
与
え
ら
れ
る
か
ら
、
個
々
の
共
同
体
員
は
村
落
。
支
配
下
に
属
す
る
あ
ら
ゆ
る
地
区
に
分
散
し
て
白
身
の
耕

地
を
所
付
す
る
と
い
う
散
在
耕
地
制
∞
の
邑

Z
E
a
l
m
o
E
由
同

mtg-
。
。
自
⑦
巴
moHω
ぬ
ぬ
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
り
結
果
は
、
一
一
一

闘
に
分
割
さ
れ
た
全
耕
地
に
対
し
て
均
等
の
耕
地
を
所
持
す
る
と
と
に
去
る
。
一
一
一
間
制
技
術
体
系
は
各
耕
地
所
持
者
に
対
し
て
、
全
耕
地

に
均
等
む
耕
地
を
所
持
す
る
と
と
を
要
求
す
る
。
「
凡
ゆ
る
市
有
者
は
耕
作
地
の
各
区
割
に
同
一
の
規
模
で
参
加
す
る
よ
う
に
努
力
し
な

げ
れ
ば
友
ら
ゑ
か
=
た
。
従
コ
て
と
れ
に
基
や
き
村
民

Z
ω
a
H
U
Rロ
の
土
地
獲
得
方
針
も
占
有
地
の
統
合
区
劃
を
目
指
す
D
で
な
く
、

毎
年
。
耕
作
順
序
転
換
に
際
し
て
正
し
く
同
面
積
の
土
地
を
隼
耕
の
下
に
置
く
よ
う
に
す
る
と
と
に
よ
コ
て
D
み
、
目
的
を
達
す
る
と
と

が
で
き
た
。

か
く
し
て
普
遍
的
に
、

か
つ
自
生
的
に
凡
ゆ
る
区
劃
。
。
自
白
井
口
口
ぬ

に
特
定
。
共
同
経
営
組
織
が
成
立
し
、

そ
り
重
圧

。
下
に
全
て
の
グ
ヴ
ア
シ
ネ
が
典
型
的
に
地
条
に
粧
八
労
さ
れ
、

ま
た
強
度
。
規
制
と
結
合
し
、

村
民
に
よ
ヨ
て
監
理
さ
れ
た
耕
作
強
制

古
典
郡
一
グ
ル
シ
ト
へ
ル
シ
キ
フ
ト



古
典
型
グ
ル

y
ト
へ
ル

y
ャ
フ
ト

司

E
5
4
5ロ
肉
、
が
成
立
し
た
の
は
自
明
の
と
と
で
あ
る
。
」

(m宮
山
口
ぴ
凶
円
何
回
)
か
よ
う
な
特
徴
的
及
、
グ
ヴ
ア

γ

ヌ
へ
の
耕
地

R
分
に
装
ゃ
い

て
、
「
と
の
種
の
耕
地
区
分
を
有
す
る
村
落
に
対
し
て
グ
ヴ
ァ

y

ヌ
村
落
。
0
4
司
自
ロ
a
c込
と
い
う
名
称
、
が
与
え
ら
れ
る
。
」
(
次
寸
N
U
N
S
0

・

詩
的
W
W
)

そ
り
結
果
耕
地
に
沿
い
て
も
個
別
的
利
用
に
制
限
さ
れ
る
。

か
く
り
如
く
耕
地
利
用
に
対
す
る
共
同
体
的
規
制
が
構
成
さ
れ
、

個
々
白
地
条
済
そ
れ
ぞ
れ
隣
接
す
る
地
条
D
所
持
者
と
は
臭
っ
て
い
る
場
合
に
も
、
地
条
D
境
界
を
表
示
す
る
も
の
は
隼
き
残
し
た
一
条

D
昨
の
他
に
は
何
も
り
も
な
く
、
し
か
も
収
穫
後
む
刈
株
牧
場
と
し
て
耕
地
は
金
村
氏
に
時
開
放
さ
れ
る
。
と
り
高
度
の
共
同
性
は
、
開
放

耕
地
制
。
習
ロ
白
色
内
H'muBZE
と
呼
ば
れ
る
。
か
よ
う
に
耕
地
利
用
の
全
体
を
貫
徹
し
て
共
同
休
的
規
制
。
優
位
が
現
れ
て
い
る
。
そ

そ
の
他
。
村
落
共
同
林
良
と
別
個

ο耕
作
を
行
な
う
こ
と
は
排
斥
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
者
は
ハ
h
D
行
動
に
た
い
て
強
制
的
に
共
同
体
に
包
摂
さ
れ
て
い
た
」
(
富
山
岡
巧
o
v
m
φ
1
1
C
T
あ
出
。

れ
故
に
、
「
と
む
経
一
浩
制
度
に
む
い
て
は
、

個
々
。
特
定
者
、
情
、

直
接
生
産
者
た
る
農
民
は
、
と
り
共
同
体
的
規
制
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
た
耕
作
地
を
中
軸
と
す
る
物
的
誇
手
段
を
賦
与
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
総
体
は
フ

1
フ
ヱ
開
念
の
う
ち
に
包
括
さ
れ
て
た
り
、
家
康
敷
、
耕
作
地
、
共
同
地
の
三
重
の
部
分
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
住

居
た
る
家
屋
と
既
合
治
上
ぴ
純
屋
は
、
農
民
の
私
的
・
個
間
的
所
有
権
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
が
、
耕
作
地
は
保
有
権
〔

1
占
有
権
〕

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
共
同
地
注
目

8
0ロ
a
o
は
共
同
用
益
権

k
r
z
a
z
v
o
g岳
岳
山
口
口
ね
に
よ
ョ
て
利
用
さ
れ
る
。
そ
れ
ら

ο
一
二
重
の

部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
権
利
内
容
に
よ
D

て
支
配
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら

ο諸
条
件
は
、
主
穀
生
産
を
中
棋
と
し
て
と
れ
を
支
持

す
る
た
め
の
所
要
諸
条
件
配
充
分
に
保
証
す
る
も
り
で
あ
っ
た
。
か
よ
う
な
三
重
心
部
分
1
1
!そ
り
中
核
に
は
一
一
一

O
モ
ル
グ

Y
O
耕
作
地

で
る
る
が
ー
ー
ー
に
対
す
る
完
全
権
利
が
フ

l

フ
ェ
で
あ
り
、
そ
り
農
民
は
完
全
フ

1
フ
ェ
権
所
持
者
〈

c
z
v
Eロ
耳
と
呼
ば
れ
る
。
か
か

る
完
全
フ

1
フ
ェ
は
、
右
む
物
的
背
条
件
と
直
接
生
産
と
り
結
合
関
係
、
従
っ
て
そ
と
に
営
ま
れ
る
農
業
生
産
叫
川
崎
訟
を
怠
味
ず
る
。
か
く

し
て
ブ

l

フ
ェ
権
と
は
、

労
初
担
程
に
沿
い
て
一
主
休
的
友
商
一
接
生
費
者
と
そ
の
対
象
た
る
物
的
諸
条
件
と
の
間
を
媒
介
す
る
関
係
で
あ



り
、
し
か
も
そ
り
権
利
は
個
別
的
か
つ
共
同
的
で
あ
っ
て
、
直
接
生
産
者
相
玉
闘
を
探
介
す
る
関
係
で
あ
っ
て
、
か
か
る
二
重
の
関
係
を

規
定
し
て
い

h
o

か
く
し
て
形
成
さ
れ
る
農
民
の
農
業
経
営
は
、
有
者
農
業
経
営
で
あ
っ
て
、
主
穀
生
産
を
第
一
部
門
と
し
家
畜
飼
養
を
第
二
部
門
と
す

、lJ

る
両
部
門
か
ら
成
っ
て
い
る
。
ナ
な
わ
ち
一
三
岡
制
度
の
耕
作
強
制
に
基
く
主
穀
栽
培
は
毎
年
二

O
モ
ル
グ
y
の
冬
畑
む
よ
び
夏
畑

戸

i
k

に
沿
い
て
そ
れ
ぞ
れ
多
禾
穀
た
る
ラ
イ
委
公
よ
び
小
委
、
夏
禾
翻
訳
た
る
犬
姿
、
燕
萎
を
生
産
ナ
る
。
と
り
部
門
に
対
す
る
労
初
白
投
下
は

初
配
分
を
示
す
資
料
と
し
て
、

前
述
。
惣
品
刀
拐
の
量
に
つ
い
て
も
、
収
穫
労
初
の
量
に
つ
い
て
も
、
集
約
的
で
あ
る
と
い
ろ
よ
り
は
、
む
し
ろ
粗
放
で
あ
っ
た
。
そ
の
労

に
h

掛
け
る
賦
役
労
初
白
年
間
配
分
を
一
不
そ
ろ
。
労
初
季

マ
ウ
ル
ス
ミ
且
シ
ス
グ
I

富
山
口

3
5位
ロ
件
。
門

簡
は
四
汚
か
ら
十
二
月
廿
四

B
K
至
る
二
七
五
日
間
で
あ
る
が
、
日
曜
日
は
全
て
怜
臼
で
あ
る
か
ら
そ
の
五

O
B
が
控
除
さ
れ
る
と
努
初

可
能
回
数
は
一
一
一
一
五
自
に
す
ぎ
な
い
口
そ
り
聞
に
、
農
民
は
週
に
三
日
の
定
廟
的
賦
役
者
2
v
o
D
2
0口
忠
を
給
付
す
る
の
で
あ
る
、
が
、

、，ノ

時
期
的
に
増
減
が
あ
り
、
年
問
。
総
賦
役
目
数
は
一
一
一
一
一
一
白
に
態
ず
る
。
と
の
労
初
日
数
は
、
一
四
月
か
ら
五
月
一
日
富
山

-zm迄
の

f
t

、

三
O
日
l
l
B
曜
日
を
除
く
〔
以
下
同
様
〕

1
1
i
間
に
賦
投
は
士
一
日
、
二
五
月
一
日
か
ら
聖
ヨ
ハ
ネ
白
日
(
六
月
廿
四
日
)
迄
の
瓦
四

日
聞
に
賦
役
は
一
二

t
四
日
、
~
い
一
六
月
廿
四
日
か
ら
七
月
末
〔
牧
草
刈
入
出

2
0
5
5〕
迄
白
一
二
七
日
聞
に
賦
役
は
四
泊
、
町
八
月
初
か
ら

r

，‘、

聖
マ
ル
テ
イ
シ
の
日
(
十
一
一
周
十
一
日
)
諮
問

g
z
c己日
S
H
の
一

O
一
日
聞
に
賦
役
は
二
人
の
男
子
に
す
る
延
八
九
日
、
五
十
一
月

に
至
る
五
三
日
聞
に
賦
投
は
一
一
一
二
日
|
|
以
上
白
五
期
に
一
旦
り
一
一
二
一
一
日
に
上
っ
て
い
る
。

十
一
日
か
ら
降
誕
節

労
初
過
程
に
あ
っ
て
は
、
収
穫
季

4
J
1
0同
町
ロ
mwOHM-げ

右
の

開
円
ロ
件
。
。
ロ

ω円一円
M
凶
日

に
た
け
る
収
穫
労
的
が
農
家
む
成
人
男
子
二
名
を
週
に
三
日
1

1
六
白
中
心
三
日

労
初
せ
し
め
る
も
O
で
あ
っ
て
、
と
と
に
労
初
の
ピ

1
ク
が
現
れ
て
い
る
o

と
の
よ
ろ
友
労
初
に
よ
ヨ
て
、

モ
ル
グ
シ
当
り
四
ツ
旦
シ
ト

ナ
1
1
1
1
ヘ
グ
グ
1
ル
当
り
一
一
一
一
・
一
一
一
ツ
ェ
シ
ト
ナ
1

1

1
程
度
の
収
穫
を
挙
げ
た
口
と
り
場
合
ヘ
グ
タ
l

ル
当
り
労
初
心
投
下
量
は
極

古
典
型
グ
ル
ン
ト
へ
ル

V
ヤ
ア
ト



官
典
型
グ
ル

y
ト
へ
ル

Y

ヤ
フ
ト

二
四

巧町

2
0
は
言
力
D
維
持
の
た
め
に
飼
料
た
る
牧
草
を
栽
培
育
生
ナ
る
た

め
に
設
け
ら
れ
、
耕
作
地
と
共
同
休
の
中
間
に
位
置
し
て
い
る
り
が
通
例
で
あ
る
。
と
の
地
区
の
利
則
は
農
民
が
伺
別
的
に
保
有
し
使
用

め
℃
低
い
も
む
で
あ
る
と
と
が
捻
察
さ
れ
る
臼
及
な
、

し
ろ
る
耕
作
地
と
共
同
的
に
の
み
使
問
収
益
し
う
る
共
同
地
の
中
間
的
性
格
を
有
し
、
と
れ
に
対
ず
る
慣
用
収
益
棒
は
持
分
K
F
け
な
巴
と

し
℃
一
定
百
積
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
牧
草
栽
培
窃
の
み
に
行
使
さ
れ
る
。
牧
草
地
は
、

〆
至
る
迄
は
金
村
民
の
家
畜
を
放
牧
し
、
そ
り
後
栽
培
期
間
中
は
牧
草
の
利
用
規
制
に
従
っ
て
数
回
の
刈
取
り
を
許
さ
れ
、
そ
の
後
は
再
び

年
初
か
ら
瓦
月

}
H
H

ph{出
回
仲

mwm
に

放
牧
に
利
用
さ
れ
る
。
栽
増
拐
を
聞
に
昂
ん
で
、
前
の
薄
明
が
前
む
牧
場
〈
2
4
2
E
O
で
あ
り
、
後
む
時
期
が
後
白
牧
場

Z
2
3
4司白山内円。一

。。

で

b
る。

口
主
穀
の
生
産
と
必
然
的
医
結
合
し
て
い
る
出
家
畜
飼
養
は
、
農
業
の
第
二
部
門
と
呼
ば
れ
る
o
家
畜
は
生
活
必
需
品
と
し
て
利
用
さ

れ
る
り
は
と
も
か
く
、
壁
掛
怖
の
一
詞
力
並
び
に
腕
肥
供
給
源
と
し
て
農
業
む
再
生
産
。
必
須
D
条
件
を
な
し
て
い
る
ο
そ
れ
故
に
広
汎
左
牧

場
地
域
、
が
要
求
さ
れ
、
村
落
共
同
体
強
制
は
放
牧
地
の
確
保
D
た
め
に
強
力
な
規
制
を
加
え
て
い
る
牧
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る
O
は
、
本

来
の
放
牧
場
巧
包
含
は
も
と
よ
り
、

森
林
原
野
、

体
開
地
、

品
川
ー
穫
慌
の
後
の
牧
場
、

前
後
D
牧
場
拐
の
牧
草
地
が
で
き
る
限
り
放
牧

む
た
ゐ
に
利
用
さ
れ
る
。
な
な
、
か
く
D
如
く
放
牧
の
機
会
が
最
大
限
に
捉
え
ら
れ
る
に
も
拘
ら
や
、
飼
料
は
充
分
に
確
保
さ
れ
泣
か
っ

た
Q

放
牧
可
措
な
季
節
は
別
と
し
て
冬
笠
比
一
葉
、
藁
屑
、
乾
卒
、
木
む
葉
左
ど
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
飼
育
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
か
フ
た
。
と

の
点
の
解
決
が
、
休
閑
地
に
沿
け
る
飼
料
作
物
の
積
極
的
危
栽
培
へ
と
向
わ
せ
る
一
他
は
ゑ
か
っ
た
の
で
あ
加
。

義
氏
。
経
営
は
、
と
れ
ら
O
農
業
に
む
け
る
第
一
・
第
二
部
門
、
並
び
に
生
活
費
料
。
拡
充
の
た
め
に
は
手
工
業
を
も
兼
営
し
た
。
竿

工
業
は
主
と
し
て
衣
料
生
涯
で
あ
り
、
原
料
を
肖
給
し
う
る
肺
機
物
、
毛
織
物
。
生
産
の
た
め
に
、
紡
率
、
織
機
に
よ
ヨ
て
冬
季
の
農
閑



甥
労
伯
を
行
な
っ
て
い
る
。
か
く
し
て
農
民
経
営
は
良
治
的
な
生
活
。
た
め
O
全
条
件
を
保
証
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。

か
よ
う
に
し
て
、
農
叫
ん
は
与
え
ら
れ
た
諸
条
件
に
沿
い
て
、
そ
り
生
活
資
料
を
獲
得
す
る
た
め
の
必
要
労
初
口
♀
割
合
ロ
告
官
〉
円
U
O
広

を
支
出
す
る
。
か
よ
う
な
必
要
労
的
。
実
現
と
そ
の
対
象
泊
。
結
果
は
、
火
む
よ
う
に
農
民
経
営
を
再
生
産
を
条
件
づ
け
る
。
前
述
。
資

料
に
恭
や
い
て
、
標
準
的
農
民
生
活
基
準
〉

4
0
1
S
E
E
D
-ね
を
保
持
す
る
農
民
は
、
三

O
モ
ル
グ
ン

1
1
8
胃

2出
回
目

2
Z
E
O吋ぬ
g

H
4
w
g
y
M
H
1
6
1
1
1
0
耕
地
を
保
有
す
る
c

伎
は
一
二
園
制
度
に
従
っ
て
毎
年
二

O
モ
ル
グ
シ
む
耕
地
に
筆
耕
を
加
え
、

パ

y
用
穀
物
∞

g寸

mA凶
件
吋
命
日
仏
ぬ
(
-
フ
イ
姿
、
小
委
〕
ま
た
は
夏
禾
穀

ω。
5
5
0件
。
ョ
を
生
産
す
る
。

一
モ
ル
グ
シ
に
つ
き
四
ツ
ェ
ン
ト
ナ

1

0
牧
穫
を
挙
げ

、も，
J

フ
l
フ
ェ
は
総
収
穫
と
し
て
入

O
ツ
z

y
ト
ナ
ー
を
挙
げ
る
。
総
収
穫
む
う
ち
、
二
一

O
ツ
ェ
シ
ト
ナ
ー
は
四
対
一
の
播

f
k
 

、‘，
J

、‘，
J

理
比
率
に
従
っ
て
播
種
用
種
子
と
し
て
保
存
さ
れ
、
二
四
ツ
ェ
シ
ト
ナ
ー
は
家
畜
飼
料
と
し
て
使
用
さ
れ
、
三
六
ツ
ェ

y
ト
ナ
ー
は
八
人

f

¥

f

に

か
ら
成
る
家
族
一
名
の
食
料
で
あ
っ
て
、
そ
の
八
倍
た
る
四
八
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
が
消
費
さ
れ
、
四
残
余
白
八
ツ

z

y
ド
ナ
ー
は
十
分
。
一

税
と
し
て
教
会
を
支
持
す
る
た
め
に
控
除
さ
れ
る
。
へ
プ
ケ
は
、
と
の
よ
う
に
農
民
経
営
の
再
生
産
の
条
件
を
分
析
し
た
。
右
の
場
合
と

る
と
す
れ
ば
、

。
農
民
経
営
は
専
ら
単
純
一
丹
生
産
を
反
覆
す
る
許
り
で
あ
る
が
、
と
り
必
要
労
鈎
の
生
産
性
は
一
つ
の
可
変
量
で
あ
っ
て
、
労
初
白
生
産
性

の
向
上
は
、
や
が
て
と
の
再
生
産
O
各
条
件
。
相
互
関
係
左
変
更
し
て
、
超
過
労
初
心
可
能
性
を
創
り
出
し
て
ゆ
く
o
と
れ
に
対
応
し
て

木
稿
の
視
角
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
剰
余
労
初
!
ー
と
の
段
階
に
な
い
て
は
領
主
D
直
営
地

∞Mw--mw
ロ円同

に
沿
け
る
賦
役

司
M10
ロb
M
O
ロ田仲

に
代
表
さ
れ
る
労
初
地
代
ー
ー
の
質
並
び
に
量
り
変
化
、
従
ヨ
て
そ
の
形
態
変
化
が
進
行
し
て
、

り
出
し
て
ゆ
く
。

と
れ
が
起
遁
労
初
へ
の
迫
加
分
を
つ
く

門
橋
誘
)

封
建
社
会
に
お
け
る
生
産
性
を
裏
づ
け
る
実
証
的
史
料
は
遜
常

A

同
八
援
に
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
非
加
問
ト
織
的
な
詰
条
件
に
操
作
を
加
え
た

、J

f
典
型
グ
ル
シ
ト
ヘ
ル

vhy
フ
ト

二
笠



古
典
型
グ
ル
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ヘ
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U
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b
T

ア
ト

一一六

後
に
始
め
て
或
程
度
の
統
計
的
な
数
字
と
し
て
表
現
し
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
種
の
困
難
な
操
作
を
設
え
て
行
な
ョ
た
の
が
の
g
g〈
白
色
雪
山
各

∞
nF宮
山
岳

N
E

〉
ぬ
同
国
『
ぬ
g
n
z
n
r
g
円
邑
ヴ

mnr由
巴
ロ
品
。
m
s
c目白時色
E
-
m宮
内
出
町
出
口
mnr
白
HnE4出
口
町
内
聞
戸
市
首
。
足
w-Fロ
N
丘町内
H

H

H

∞
∞
叶
・
で
あ
る
。

こ
の
ス
イ
ス
の
研
究
者
は
、
。
白
白
岡
崎
出
回
目
明
市
口
お
よ
び

b
c
m
E
Z
呂
町

5
2
殊
に
玄
冊
目
定
。
H
H

に
多
く
依
拠
し

h

そ
れ
ら
の
業
績
を
前
提
と
し
な
が

ら
、
更
に
探
く
農
業
史
の
固
有
の
対
象
を
全
面
的
に
取
扱
お
う
と
し
た
。
右
の
問
先
学
に
依
拠
し
て
い
る
点
は
B

ス
ラ
グ
入
居
住
地
域
盟
問
認
口
哲
吉
芝
ー

の
長
も
前
線
に
推
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
の
西
北
V
イ
ツ
地
域
が
、
植
民
に
よ
り
グ
ル
マ

y
化
し
て
ゆ
く
先
史
を
前
提
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
o

し
か

し
、
彼
は
こ
の
前
提
に
つ
い
て
は
深
く
沼
及
ず
る
こ
と
を
し
な
い
で
、
む
し
ろ
そ
の
後
に
発
展
す
る
と
こ
ろ
の
耕
地
分
間
、
耕
地
形
態
、
領
地
お
よ
び

農
民
経
営
匂
一
雪
印
日
出
窓
口
岩
田
や
句
色
民
間
可
由
時
四
百
冊
、
。
zzIE国
内
回
目

2
2目
当
日
同
時
国
岳
民
常
国
に
対
す
る
畏
盟
的
研
究
を
推
し
議
め
た
。
そ
の
結
果
は
、
ド

イ
y
経
済
史
研
究
業
績
中
に
比
類
の
な
い
生
還
物
統
計
の
作
成
と
な
P

た
の
で
あ
る
。
「
私
の
意
図
は
農
業
史
研
究
の
現
放
の
鰭
約
さ
れ
た
特
徴
づ
け

を
行
な
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
従
来
よ
り
は
よ
り
多
く
の
根
拠
と
補
足
と
を
獲
得
す
る
こ
と
に
よ
ョ
て
、
特
殊
研
究
的
に
、
我
々
の
見
解
の
必

し
も
非
木
一
質
的
で
あ
る
と
は
さ
れ
な
い
欠
陥
を
充
た
そ
う
と
い
う
、
必
一
や
か
な
意
図
な
の
で
あ
る
」
(
〈
句
者
常
3
と
は
著
者
の
謙
遜
な
願
望
で
あ
E

た
。
し
か
も
彼
の
自
覚
の
中
に
は
或
程
度
侍
む
と
こ
ろ
が
あ
E

た
よ
う
で
あ
り
、
「
何
の
程
度
ま
で
私
の
労
苦
に
充
ち
た
努
力
が
成
呆
を
得
た
か
は
、

農
業
史
家
が
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」

Q
r
同・
0
・U

と
諮
P

て
い
る
。
か
よ
う
な
「
私
の
労
者
に
充
ち
た
努
力
」
宮
R
D
E
喜
君
主
g

g
s
zロ
は
、
充
実
し
た
封
建
的
土
地
所
有
と
そ
の
農
業
経
費
に
対
す
る
分
析
を
巣
し
え
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
宝
六
買
に
掲
げ
ら
れ
た
耕
地
地
図

出
口
同
何
回
吋
芯
は
村
落
と
こ
れ
に
従
属
す
る
耕
地
を
一
筆
毎
に
記
録
し
た
精
畿
な
地
図
で
あ
り
、
し
か
も
ぞ
れ
は
際
密
な
土
地
台
帳
司
0
5
5松
田
神
角
の

整
湿
表
に
よ
ョ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
更
に
プ
レ
ー
ッ
修
道
院
鎖

P
S
R
2
E
B
S
Fえ
g
の
修
蓮
院
史
料
開

zah凶

S
H岳山
4
0

に
基
く
生
霊

物
統
計
は
次
の
よ
う
な
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち

2
0
5
5宮
町
田
〔
H
L
持
者
O
H
含
ロ
υ
の
岡
山
。
常
に
お
け
る
一
主
主
四
年
か
ら
九
九
年
に
至
る

年
閣
の
う
ち
九
年
の
搭
種
お
よ
び
収
穫
は
次
の
揺
り
で
あ
?
た
と
集
計
さ
れ
て
い
る
。
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古
典
型
グ

b
p
y
ト
ヘ
ル
V

ヤ
フ
ト

。

去
に
つ
い
て
は
、
出
回
4
2
8戸
内
ご
ロ
∞
尽
な
-w
で
は
豊
年
に
四
倍
、
同
g
H
H
D
9
2
z
z
o
H同
O持
で
は
主
倍
、
。
p
r
s
s
o口
山
口
門
戸
同
国
可
法
huSM岡
山
吋
白
で
は

お
3
1民
CU
の
間
に
豆
・
四
三
倍
・
の
お
出
向
F
g
g同
町
む
の
白
B
U吋日仏
m
g
z
g
で
は
一
一
一
・
四
倍
と
い
う
枚
穫
倍
稼
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
か
よ
う
な
広

汎
な
展
望
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
み
出
さ
れ
て
い
る
地
域
的
特
性
、
そ
の
村
蕗
耕
畿
、
栽
培
方
点
、
地
代
形
態
‘
支
思
形
一
訟
と
対
比
す
れ
ば
、
け
だ
し
本

妻
の
挙
げ
た
業
績
は
務
ら
く
差
当
ョ
て
は
粧
め
て
当
局
い
利
用
価
値
を
も
ち
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
含
ら
の
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